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韓国における親養子制度の意義と養子法の改正
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一　

は
じ
め
に

㈠　

韓
国
の
養
子
制
度

　

二
〇
〇
五
年
、
韓
国
民
法
の
う
ち
家
族
法
分
野
に
関
す
る
「
革
新
的
な
大
改（

1
）正

」
が
行
わ
れ
、
新
た
な
養
子
制
度
と
し
て
「
親
養
子
制

度
」
が
導
入
さ
れ
た
（
同
制
度
は
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
施
行
）（
韓
国
民
法
（
以
下
「
民
法
」）
第
九
〇
八
条
の
二
以
下
）。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
民
法
上
の
養
子
（
普
通
養
子
（
一
般
養
子
と
も
言
う
）。
同
第
八
六
六
条
以
下
）
と
「
入
養
特
例
法
（
입
양
특
례
법
）」（
一
九
七
六
年
一
二
月

三
一
日
制
定
、
二
〇
一
一
年
八
月
四
日
全
部
改
正
）（「
入
養
」
は
韓
国
語
で
養
子
縁
組
を
示
す
。
以
下
「
入
養
」
の
語
を
用
い
、
入
養
特
例
法
は
「
特
例

法
」
と
す
る
。）
に
よ
る
養（

2
）子

の
二
類
型
で
あ
っ
た
韓
国
養
子
制
度
は
、
民
法
上
の
養
子
（
普
通
養
子
・
親
養
子
）
及
び
特
例
法
上
の
養
子
の

三
類
型
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
例
法
は
、
要
保
護
児
童
の
入
養
を
促
進
し
、
養
子
の
権
益
及
び
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
（
同
法
第
一
条
）
と
し
て
、
一
八
歳
未
満
の
要
保
護
児
童
を
対
象
と
す
る
。
本
稿
で
扱
う
親
養
子
制
度
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年

民
法
改
正
時
に
導
入
さ
れ
た
我
が
国
の
特
別
養
子
制
度
と
同
様
に
断
絶
型
・
許
可
型
の
養
子
で
、「
親
養
子
は
夫
婦
の
婚
姻
中
の
出
生

子
」（
民
法
第
九
〇
八
条
の
三
第
一
項
）
と
み
な
し
「
養
子
の
安
定
と
福
利
を
期
す（

3
）る

」「
子
の
た
め
」
の
制
度
で
あ
る
。

㈡　

本
稿
の
目
的

　

親
養
子
は
完
全
型
の
養
子
制
度
と
し
て
、
我
が
国
の
特
別
養
子
と
比
較
さ
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
要
件
、
利
用
実
態
等
を
異
に
し
、

同
じ
く
「
子
の
た
め
」
に
導
入
さ
れ
た
制
度
と
は
い
え
、
そ
の
目
的
は
同
一
で
は
な
い
。
特
別
養
子
制
度
は
、
対
象
を
審
判
請
求
時
に
六

歳
未
満
の
子
と
し
（
た
だ
し
、
六
歳
に
達
す
る
前
か
ら
引
き
続
き
養
親
と
な
る
者
に
監
護
さ
れ
て
い
た
場
合
は
八
歳
に
達
す
る
ま
で
）（
日
本
民
法
第
八
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一
七
条
の
五
）、
縁
組
成
立
は
「
父
母
に
よ
る
養
子
と
な
る
者
の
監
護
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
子
の
利
益
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」（
同
第
八
一
五
条
の
七
）
に
限
ら
れ
、
要
保
護
要
件
を
置
く
。

同
条
は
同
制
度
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
も
の（

4
）で
、
要
保
護
児
童
に
家
庭
を
提
供
す
る
と
い
う
子
の
福
祉
の
た
め
の
制（

5
）度

で
あ
る
。
一
方
、

韓
国
現
行
の
親
養
子
制
度
は
、
対
象
を
未
成
年
者
（
一
九
歳
未（

6
）満
）
と
定
め
、
要
保
護
要
件
を
置
か
ず
（
要
保
護
児
童
対
象
の
入
養
は
特
例
法

に
規
定
）、
未
成
年
者
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
る
（
要
保
護
児
童
を
含
む
。）。
そ
の
た
め
、
制
度
導
入
背
景
と
し
て
は
「
要
保
護
児
童
の
国
内

入
養
活
性（

7
）化
」
に
加
え
、「
再
婚
家
庭
の
安
定
」
及
び
「『
秘
密
入
養
（
虚
偽
の
出
生
の
届
出
を
行
う
こ
と
）』
の
慣
行
」
の
存
在
が
挙
げ
ら

れ（
8
）る

。
秘
密
入
養
は
我
が
国
の
「
藁
の
上
か
ら
の
養
子
」
と
共
通
す（

9
）る

。
し
か
し
、
配
偶
者
の
連
れ
子
の
場
合
は
、
要
保
護
要
件
を
欠
く

も
の
と
し
て
原
則
特
別
養
子
縁
組
を
認
め
な
い
我
が
国
の
状
況
と
比
較
す
れ
ば
、
再
婚
家
庭
の
安
定
は
韓
国
親
養
子
の
特
徴
的
背
景
だ
と

言
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
金
亮
完
准
教
授
は
、
制
度
施
行
当
時
（
二
〇
〇
八
年
）
の
論
稿
で
「
そ
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
や
運
用
状

況
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
現
段
階
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、『
子
の
た
め
』
と
い
う
よ
り
は
、『
再
婚
家
庭
の
た
め
』
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
は
な
い
）
10
（

か
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
は
親
養
子
規
定
を
含
む
民
法
改
正
が
行
わ
れ
（
二
〇
一
三
年
七
月
一
日

施
）
11
（

行
）、
そ
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。

　

親
養
子
制
度
導
入
以
前
は
専
ら
特
例
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
要
保
護
児
童
の
入
養
は
、
制
度
導
入
以
後
、
民
法
の
親
養
子
の
対
象

に
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
両
者
は
そ
の
法
的
枠
組
み
及
び
立
法
目
的
を
異
に
す
る
。
即
ち
、
特
例
法
は
「
要
保
護
児
童

の
保
護
・
養
育
」
を
目
的
と
し
て
子
に
安
定
的
な
家
庭
を
提
供
し
、
養
子
と
し
て
の
法
的
効
果
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
民
法

は
「
法
的
親
子
関
係
の
形
成
」
に
重
き
を
置
き
、
養
親
子
間
に
権
利
義
務
関
係
（
親
権
や
扶
養
、
相
続
等
）
を
生
じ
さ
せ
る
。
親
養
子
制
度

は
実
親
子
関
係
を
切
断
し
、
養
親
子
関
係
の
み
に
法
的
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
親
養
子
が
「
再
婚
家
庭
の
た
め
」
の
制
度
で

あ
る
と
い
う
前
述
の
指
摘
を
前
提
と
し
、
実
際
の
利
用
も
多
く
が
再
婚
家
庭
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
法
的
親
子
関
係
を
形
成
す
る
民
法

に
親
養
子
が
設
け
ら
れ
た
意
義
の
根
本
に
は
、
韓
国
特
有
の
家
族
に
対
す
る
意
識
、
即
ち
家
族
観
の
存
在
、
そ
し
て
「
家
族
観
の
変
化
」
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が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
民
法
上
の
親
養
子
制
度
に
つ
い
て
、
立
法
・
改
正
の
経
緯
及
び
利
用
実
態
の
分
析
を
通
じ
て
、「
家
族
観
と
の
関

わ
り
」
か
ら
制
度
導
入
及
び
改
正
意
義
に
関
す
る
考
察
を
試
み
る
。
そ
の
上
で
、
特
例
法
に
よ
る
養
子
制
度
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
再

度
言
及
し
た
い
。
以
下
、
韓
国
家
族
制
度
の
前
提
と
な
る
「
姓
」
と
「
本
」
制
度
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
（
な
お
、
本
稿

で
は
「
入
養
」
以
外
は
可
能
な
限
り
日
本
語
表
現
に
改
め
、
引
用
箇
所
等
に
は
必
要
に
応
じ
て
補
足
を
付
す
。）。

二　
「
姓
」
と
「
本
」
の
制
度
と
親
養
子
制
度

㈠　
「
姓
」
と
「
本
」
の
制
度
と
民
法
上
の
規
定

1　
「
姓
」
と
「
本
」、「
姓
不
変
の
原
則
」

　

韓
国
の
伝
統
的
家
族
は
同
一
の
「
姓
」
と
「
本
（
本
貫
・
貫
籍
等
と
も
呼
ば
れ
る
。）」
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
「
父
系
血
統
主
義
」
に
立
脚

し
て
い
）
12
（

る
（
父
系
血
統
を
重
視
）。「
姓
」
と
は
出
生
の
血
統
（
原
則
父
系
血
統
）、「
本
」
と
は
自
身
の
（
父
系
）
祖
先
の
発
祥
地
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
両
者
は
不
可
分
な
関
係
と
し
て
「
同
姓
同
本
」
で
あ
れ
ば
、
例
外
を
除
き
大
半
は
「
同
一
の
父
系
血
族
」
に
属
す
る
も
の
と

解
さ
れ
）
13
（

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
両
者
は
自
身
の
所
属
血
統
を
示
し
、
姓
・
本
の
変
更
は
即
ち
血
統
の
変
更
を
意
味
す
る
の
で
、
姓
（
本
）

は
一
生
変
更
で
き
な
い
と
い
う
「
姓
不
変
の
原
則
」
が
生
み
出
さ
れ
）
14
（

た
。

2　

民
法
上
の
「
姓
」
と
「
本
」

　

父
系
血
統
主
義
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
姓
不
変
の
原
則
は
、
民
法
上
明
確
に
定
め
は
な
い
も
の
の
、
家
族
法
の
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
法

規
定
に
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
規
定
と
し
て
は
、
第
一
に
子
の
姓
と
本
は
原
則
父
の
そ
れ
に
従
う
と
い
う
父
姓
主
義
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（
父
姓
原
則
主
義
）
規
定
（
民
法
第
七
八
一
条
第
一
項
）
が
あ
る
。
従
前
の
規
定
は
父
が
韓
国
人
で
あ
れ
ば
、
子
は
父
の
姓
と
本
に
従
う
と
い

う
父
姓
強
制
主
義
で
あ
っ
た
）
15
（

が
、
二
〇
〇
五
年
改
正
時
に
「
原
則
」
主
義
に
改
め
ら
れ
た
。
第
二
に
、
子
の
姓
及
び
本
は
子
の
福
利
の
た

め
に
必
要
な
と
き
に
法
院
の
許
可
を
得
て
変
更
が
可
能
で
あ
る
と
定
め
（
姓
と
本
の
変
更
規
定
）（
同
条
六
項
）、
原
則
と
し
て
変
更
を
認
め

て
い
な
）
16
（

い
。
こ
の
規
定
も
同
年
の
改
正
時
に
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
文
規
定
は
な
い
が
、
夫
婦
別
姓
制
の
採
用
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
現
行
法
上
は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、「
伝
統
的
家
族
制
度
」
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
た
同
姓
同
本
禁
婚
制
）
17
（

度
が
民
法
に
規
定
さ

れ
て
い
た
（
二
〇
〇
五
年
廃
止
）。
こ
れ
は
同
姓
同
本
の
者
同
士
の
婚
姻
を
禁
止
す
る
制
度
で
あ
っ
た
が
、
姓
と
本
を
軸
と
す
る
父
系
血
統

主
義
が
制
度
の
根
本
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
民
法
改
正
時
に
新
設
・
廃
止
さ
れ
、
父
系
血
縁
を
重
視
す
る
条
文
に
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、「
民
法
」
規
定
と
し
て
は
父
系
血
統
主
義
及
び
姓
不
変
の
原
則
は
緩
和
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
同
改
正
が
「
革
新
的
な

大
改
正
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
親
養
子
制
度
も
ま
た
、
こ
の
改
正
時
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

㈡　

親
養
子
制
度
と
「
姓
」「
本
」

1　

養
子
の
「
姓
」
と
「
本
」

　

養
子
法
も
ま
た
、
父
系
血
統
主
義
及
び
姓
不
変
の
原
則
等
の
血
縁
意
識
の
影
響
を
受
け
て
き
）
18
（

た
。
と
り
わ
け
、
古
来
の
異
姓
養
子
禁
止

原
則
の
一
部
を
引
き
継
ぎ
、
一
九
五
八
年
に
公
布
さ
れ
た
民
法
で
は
異
姓
養
子
も
認
め
つ
つ
、
戸
主
相
続
人
の
場
合
に
限
っ
て
の
養
子
は

同
姓
同
本
の
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
異
姓
不
養
」
制
度
（
民
法
旧
第
八
七
七
条
第
二
項
、
一
九
九
〇
年
削
除
）
を
採
用
し
て
い
た

こ
と
は
最
た
る
も
の
で
あ
っ
）
19
（

た
。
親
養
子
導
入
以
前
、
即
ち
二
〇
〇
五
年
以
前
当
時
の
（
普
通
）
養
子
制
度
で
は
、
入
養
さ
れ
た
場
合
に

も
子
は
実
父
の
姓
と
本
に
従
っ
て
い
た
（
姓
不
変
の
原
則
）。
こ
の
こ
と
は
国
内
入
養
活
性
化
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
）
20
（

れ
、

養
子
利
用
の
実
態
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。
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2　

親
養
子
制
度
導
入
の
背
景
と
「
姓
」
と
「
本
」

　

導
入
の
背
景
と
し
て
、
前
述
の
通
り
要
保
護
児
童
の
国
内
入
養
の
活
性
化
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
る
）
21
（

が
、
こ
こ
で
は
姓
・
本
制
度
の
影

響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
　

⑴　
「
秘
密
入
養
」
の
慣
行

　

二
〇
〇
五
年
以
前
は
、
民
法
の
（
普
通
）
養
子
と
特
例
法
に
よ
る
養
子
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
民
法
の
養
子
は
姓
不
変
の
原
則
に
よ
り

養
子
の
姓
・
本
の
変
更
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
要
保
護
児
童
を
対
象
と
す
る
特
例
法
は
姓
・
本
の
変
更
は
可
能
で
あ
っ
）
22
（

た
も
の
の
、
父

系
血
統
主
義
が
国
内
入
養
の
活
性
化
を
阻
む
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
父
系
血
統
主
義
や
姓
不
変
の
原
則
の
影
響
に
よ
り
、
民

法
や
特
例
法
に
よ
ら
ず
、
入
養
を
行
う
意
思
が
あ
っ
て
も
入
養
の
届
出
で
は
な
く
実
子
と
し
て
虚
偽
の
出
生
の
届
出
を
行
う
場
合
が
多
く

存
在
し
た
。
自
身
の
子
と
し
て
入
籍
さ
せ
た
い
と
い
う
養
親
の
思
い
（
父
系
血
統
主
義
を
考
え
れ
ば
、
子
の
姓
・
本
を
自
身
の
も
の
に
し
た
い
と

い
う
意
識
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。）、
出
産
の
事
実
を
隠
し
た
い
と
い
う
実
親
の
思
い
が
一
致
し
、
秘
密
入
養
が
慣
行
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
入
養
の
効
力
は
届
出
に
よ
り
初
め
て
発
生
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
虚
偽
の
届
出
に
よ
る
入
養
の
効
力
に
関
す
る
問
題
が
提
起

さ
れ
）
23
（

た
。
こ
の
問
題
に
つ
き
韓
国
の
大
法
院
（
日
本
の
最
高
裁
判
所
に
あ
た
る
。）
は
、
当
初
一
九
四
七
年
に
無
効
行
為
の
転
換
理
論
を
適
用

し
て
民
法
上
の
養
子
と
し
て
入
養
の
効
力
を
認
定
し
）
24
（

た
が
、
後
の
一
九
六
七
年
判
決
で
は
届
出
の
要
式
性
を
理
由
に
否
定
し
）
25
（

た
。
し
か
し

一
九
七
七
年
大
法
院
全
員
合
議
体
は
、
当
事
者
間
に
養
親
子
関
係
創
設
の
明
白
な
意
思
が
あ
り
、
す
べ
て
の
入
養
成
立
要
件
が
備
わ
っ
て

い
る
場
合
は
効
力
を
認
定
す
る
立
場
に
転
じ
）
26
（

た
。
こ
れ
は
現
在
も
判
例
法
理
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
虚
偽
の
申
告
に
よ
り
効
力
が

認
め
ら
れ
る
た
め
、
結
果
的
に
養
子
法
は
形
骸
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
さ
れ
）
27
（

る
。

　
　

⑵　

再
婚
家
庭
の
安
定

　

二
〇
〇
五
年
以
前
の
民
法
は
、
子
の
姓
・
本
の
変
更
不
可
能
な
（
普
通
）
養
子
の
み
認
め
て
い
た
た
め
、
母
の
再
婚
相
手
（
二
〇
〇
五

年
以
前
は
父
姓
強
制
主
義
で
あ
り
、
父
と
は
同
姓
、
母
と
は
異
姓
で
あ
っ
た
。
父
の
再
婚
相
手
と
（
普
通
養
子
）
入
養
を
行
っ
て
も
子
の
姓
と
本
は
元
々
父
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と
同
一
で
あ
る
の
で
特
に
問
題
は
生
じ
な
い
。
以
下
、
再
婚
家
庭
は
主
に
離
婚
し
た
女
性
が
再
婚
し
た
家
庭
を
示
す
。）
と
（
普
通
養
子
）
入
養
を
行
っ

て
も
姓
不
変
の
原
則
に
よ
り
子
は
実
父
の
姓
及
び
本
に
従
い
、
養
父
、
実
母
、
子
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
姓
及
び
本
を
有
し
て
い
た
。
当
時

は
現
行
法
の
よ
う
な
姓
・
本
変
更
規
定
は
な
く
、
再
婚
家
庭
の
子
の
姓
と
本
の
変
更
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。
父
と
子
及
び
兄
弟
姉

妹
が
同
姓
で
あ
る
こ
と
は
当
然
視
さ
れ
て
い
る
韓
国
社
会
に
お
い
て
は
、
父
と
子
が
異
な
る
姓
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
再
婚
の
事
実
が

周
囲
に
知
ら
れ
、
子
の
成
長
過
程
に
お
い
て
心
理
的
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
）
28
（

た
。

三　

親
養
子
制
度
導
入
の
経
緯
と
意
義

㈠　

概　

観

　

本
章
で
は
、
親
養
子
制
度
立
法
経
緯
及
び
当
時
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
同
制
度
を
含
む
法
案
が
初
め
て
立
法
予
告
さ
れ
た

の
は
一
九
九
八
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
九
九
八
年
法
律
案
は
国
会
本
会
議
に
上
程
さ
れ
な
い
ま
ま
廃
案
と
な
り
、
そ
の
後
二
〇

〇
〇
年
に
再
び
提
出
さ
れ
た
法
律
案
も
廃
案
と
な
っ
）
29
（

た
。
同
制
度
の
立
法
化
は
二
〇
〇
五
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
改
正

へ
向
け
た
議
論
の
過
程
で
多
く
の
法
律
案
が
出
さ
れ
、
親
養
子
制
度
導
入
に
関
す
る
議
論
は
活
発
に
行
わ
れ
た
。
各
法
律
案
で
は
、
と
り

わ
け
養
親
の
要
件
（
婚
姻
期
間
の
設
定
）
及
び
養
子
の
要
件
（
年
齢
制
限
規
定
）
に
違
い
が
見
ら
れ
、
両
要
件
の
議
論
に
多
く
の
時
間
が
割

か
れ
た
。
同
制
度
の
根
本
目
的
は
孤
児
等
保
護
を
必
要
と
す
る
未
成
年
者
の
保
護
と
し
つ
つ
も
、
議
論
の
中
心
に
は
常
に
「
再
婚
家
庭
」

が
あ
っ
た
。
議
論
を
詳
細
に
見
る
と
、
そ
こ
に
は
再
婚
家
庭
に
お
け
る
姓
・
本
制
度
の
影
響
、
制
度
導
入
の
目
的
や
そ
の
背
景
等
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
養
親
及
び
養
子
の
要
件
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に
整
理
す
る
（
な
お
、
各
法
律
案
で
は
そ
の
他
の
改
正
事
項
も
提

起
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
の
言
及
は
割
愛
す
る
。）。
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㈡　

二
〇
〇
五
年
民
法
改
正
以
前

1　

一
九
九
八
年
政
府
提
出
法
律
案

　

一
九
九
八
年
一
一
月
一
三
日
に
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
た
法
律
）
30
（

案
で
は
、
親
養
子
に
つ
い
て
「
養
子
の
福
利
を
さ
ら
に
増
進
さ
せ
る
た
め

に
養
親
と
養
子
を
親
生
子
関
係
（
実
親
子
関
係
を
示
す
。）
と
み
な
し
、
従
前
の
親
族
関
係
を
終
了
さ
せ
て
養
親
と
の
親
族
関
係
の
み
を
有

し
、
養
親
の
姓
と
本
に
従
う
よ
う
に
す
る
」
制
度
で
あ
る
と
言
及
す
る
。
ま
た
、「
現
行
法
上
養
子
は
親
生
子
（
嫡
出
子
を
示
す
。
以
下

同
）
と
明
確
に
分
け
ら
れ
て
戸
籍
に
養
子
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
養
子
と
な
っ
た
後
も
戸
籍
に
親
生
父
母
（
実
父
母
を
示
す
。
以
下
同
）
の

姓
名
が
記
載
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
親
生
の
父
又
は
母
の
姓
本
に
そ
の
ま
ま
従
う
」
こ
と
と
な
り
、
入
養
の
事
実
を
「
公
示
す
る
現
行
の

入
養
制
度
を
忌
避
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
た
め
、
入
養
の
事
実
を
隠
し
た
り
養
子
が
親
生
子
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
」
出

生
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
現
在
の
入
養
の
現
実
を
反
映
し
」、「
現
行
の
養
子
制
度
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
つ
つ
完
全
養
子

制
度
を
導
入
」
し
た
と
述
べ
て
い
）
31
（

る
。
養
親
の
要
件
は
婚
姻
期
間
「
五
年
以
上
」
の
夫
婦
に
よ
る
共
同
入
養
（
た
だ
し
、
一
方
の
配
偶
者
の

子
を
親
養
子
と
す
る
場
合
に
は
単
独
で
入
養
が
可
能
）（
本
案
第
九
〇
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
）、
養
子
の
要
件
は
「
六
歳
未
満
」（
同
第
二
号
）
と

定
め
た
。

　

本
案
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
八
年
一
一
月
二
三
日
に
第
一
九
八
回
国
会
・
第
二
次
女
性
特
別
委
員
）
32
（

会
等
の
議
論
を
経
て
、
一
九
九
九
年

一
二
月
一
七
日
に
第
二
〇
八
回
国
会
・
第
一
六
次
法
制
司
法
委
員
）
33
（

会
に
て
審
査
報
）
34
（

告
及
び
議
決
が
な
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
養
親
の
婚
姻
期

間
及
び
養
子
の
年
齢
制
限
に
関
す
る
議
論
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
前
述
の
一
九
九
九
年
一
二
月
一
七
日
法
制
司
法
委
員
会
会
議
録
及

び
審
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
配
偶
者
の
子
を
入
養
す
る
場
合
は
当
該
期
間
要
件
を
排
除
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
親
養
子
の
福
利
と
円

満
な
家
庭
生
活
の
維
持
の
た
め
に
は
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
と
す
る
こ
と
が
合
理
的
と
さ
れ
「
七
歳
未
満
」
と
し
）
35
（

た
。
し
か
し
、
こ

の
改
正
修
正
案
は
、
国
会
本
会
議
に
上
程
さ
れ
な
い
ま
ま
二
〇
〇
〇
年
五
月
二
九
日
に
国
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
廃
案
と
な
っ
た
。
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2　

二
〇
〇
〇
年
政
府
及
び
議
員
提
出
法
律
案

　

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
六
日
に
政
府
に
よ
り
再
度
提
出
さ
れ
た
民
法
改
正
法
律
）
36
（

案
は
、
廃
案
と
な
っ
た
一
九
九
八
年
改
正
修
正
案
と
内

容
及
び
親
養
子
提
案
理
由
は
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
月
二
七
日
に
は
、
チ
ェ
・
ヨ
ン
ヒ
（
최
영
희
）
議
員
ら
一
九
名
に
よ
る
改
正
法

律
案
が
提
出
さ
）
37
（

れ
、
親
養
子
に
つ
い
て
夫
婦
の
一
方
が
配
偶
者
の
子
を
親
養
子
と
す
る
場
合
に
は
、
親
養
子
と
な
る
子
の
年
齢
を
制
限
せ

ず
、
そ
の
子
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
親
養
子
と
な
る
子
は
一
年
間
家
庭
法
院
の
指
導
・
監
督
を
受
け
て
試
験
養
育
す
る
期
間
を

置
く
こ
と
を
提
案
し
た
（
政
府
案
で
は
七
歳
未
満
に
限
定
）。
こ
れ
ら
の
法
律
案
も
議
論
の
後
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
六
日
第
二
二
二
回
国

会
・
第
五
次
法
制
司
法
委
員
会
会
議
に
て
政
府
案
に
関
す
る
検
討
報
告
及
び
議
員
案
に
関
す
る
検
討
報
告
が
行
わ
れ
）
38
（

た
。
同
会
議
に
て
養

子
の
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、「
配
偶
者
の
子
を
親
養
子
と
す
る
場
合
に
年
齢
制
限
を
設
け
な
い
改
正
案
は
、
現
在
急
増
す
る
離
婚
趨
勢

を
考
慮
し
た
場
合
一
応
妥
当
で
は
あ
る
が
、
親
養
子
が
成
年
者
の
場
合
又
は
意
思
能
力
の
あ
る
場
合
に
は
親
養
子
の
意
思
を
反
映
す
る
よ

う
な
規
定
を
整
備
す
る
必
要
」
が
あ
る
と
し
、「
親
養
子
が
入
養
の
事
実
を
認
知
せ
ず
、
養
親
を
親
生
父
母
と
認
識
す
る
こ
と
で
養
親
及

び
そ
の
血
族
と
の
親
密
感
を
高
め
て
、
対
外
的
に
は
養
親
が
親
養
子
の
親
生
父
母
と
公
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
か
ら
親
養
子
の
年
齢

制
限
を
置
く
こ
と
が
必
要
」
で
あ
る
と
し
た
。
同
会
議
に
て
検
討
報
告
が
な
さ
れ
た
後
は
審
議
が
進
ま
）
39
（

ず
、
二
〇
〇
四
年
五
月
二
九
日
、

国
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
再
び
廃
案
と
な
っ
た
。

㈢　

二
〇
〇
五
年
民
法
改
正

1　

法
案
審
議
の
経
）
40
（

過

　

二
〇
〇
四
年
六
月
三
日
に
政
府
が
再
度
提
出
し
た
「
民
法
中
改
正
法
律
案
」
が
、
同
年
九
月
八
日
第
二
五
〇
回
国
会
・
第
二
次
法
制
司

法
委
員
）
41
（

会
に
上
程
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
九
月
九
日
に
イ
・
キ
ョ
ン
ス
ク
（
이
경
숙
）
議
員
ら
一
五
六
名
が
発
議
し
た
「
民
法
中
改
正

法
律
案
」
及
び
同
一
四
日
に
ノ
・
フ
ェ
チ
ャ
ン
（
노
회
찬
）
議
員
ら
一
〇
名
が
発
議
し
た
「
民
法
中
改
正
法
律
案
」
が
同
年
一
二
月
一
日
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第
二
五
〇
回
国
会
・
第
一
三
次
法
制
司
法
委
員
）
42
（

会
に
上
程
さ
れ
、
提
案
説
明
及
び
検
討
報
告
等
を
経
た
後
、
法
案
審
査
第
一
小
委
員
会
に

回
付
さ
れ
た
。
同
三
日
に
は
、
民
法
改
正
法
律
案
に
関
す
る
公
聴
）
43
（

会
を
開
催
し
た
。
同
委
員
会
は
、
同
二
七
日
に
各
案
を
審
査
し
た
結
果
、

こ
れ
ら
三
件
の
案
の
内
容
を
収
斂
し
た
代
案
を
委
員
会
案
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
と
合
意
し
、
同
二
八
日
第
二
五
一
回
国
会
・
第
三
次
法

制
司
法
委
員
）
44
（

会
は
、
法
案
審
査
第
一
小
委
員
会
の
審
査
報
告
を
受
け
て
公
聴
）
45
（

会
等
を
経
た
後
に
、
全
体
会
議
に
て
審
査
す
る
こ
と
と
決
定

し
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
五
年
二
月
二
一
日
の
公
聴
会
を
経
て
、
同
二
八
日
第
二
五
二
回
国
会
・
第
六
次
法
制
司
法
委
員
会
に
て
二
〇
〇
四

年
に
提
出
さ
れ
た
三
件
の
民
法
中
改
正
法
律
案
の
内
容
を
統
合
し
、
委
員
会
案
と
し
て
「
民
法
一
部
改
正
法
律
案
（
代
案
）」
を
本
会
議

に
提
出
す
る
こ
と
と
議
決
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
三
月
二
日
の
国
会
本
会
議
に
て
、
民
法
改
正
法
律
案
は
可
決
さ
れ
（
在
席
二
三
五
名
中

賛
成
一
六
一
名
、
反
対
五
八
名
、
棄
権
一
六
）
46
（

名
）、
同
三
一
日
に
公
布
さ
れ
た
。

2　

各
法
律
案
の
内
容
と
議
論

　

前
項
で
示
し
た
各
法
律
案
及
び
そ
れ
ら
に
対
す
る
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
各
法
律
案
の
対
照
は
表
一
参
照
）。

な
お
、
各
案
は
養
親
及
び
親
養
子
の
要
件
を
定
め
た
事
項
（
す
べ
て
の
案
に
お
い
て
第
九
〇
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
で
規
定
）
に

つ
き
内
容
を
異
に
し
、
そ
れ
以
外
の
規
定
に
大
幅
な
差
異
は
な
い
こ
と
を
言
及
し
て
お
く
。

　
　

⑴　

政
府
「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
二
〇
〇
四
年
六
月
三
日
提
）
47
（

出
）

　

前
述
の
一
九
九
八
年
法
律
案
と
同
様
、
導
入
背
景
に
つ
い
て
は
、
普
通
養
子
で
は
そ
の
事
実
が
戸
籍
へ
記
載
さ
れ
る
こ
と
、
姓
と
本
は

変
更
で
き
な
い
こ
と
か
ら
秘
密
入
養
が
慣
行
化
さ
れ
た
現
状
を
反
映
す
る
必
要
性
に
言
及
す
る
。
ま
た
、
親
養
子
は
養
親
の
姓
と
本
に
従

う
こ
と
か
ら
「
再
婚
女
性
の
家
庭
問
題
解
決
の
側
面
か
ら
論
議
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
親
養
子
制
度
の
根
本
目
的
は
、
孤
児
や
婚
姻
外

の
子
等
の
家
庭
の
恵
沢
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
未
成
年
者
を
保
護
及
び
養
育
す
）
48
（

る
」
こ
と
と
し
、
目
的
を
明
言
し
て
い
る
。
本
案
に

お
い
て
は
、
養
親
の
要
件
と
し
て
は
婚
姻
期
間
「
五
年
以
上
」
の
夫
婦
に
よ
る
共
同
入
養
（
た
だ
し
、
配
偶
者
の
子
を
親
養
子
と
す
る
場
合
に

は
こ
の
限
り
で
な
い
。）
と
し
、
養
子
の
年
齢
制
限
を
「
七
歳
未
満
」
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
高
い
離
婚
率
を
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考
慮
す
る
と
七
歳
未
満
で
は
不
合
理
だ
と
い
う
意
見
、
年
齢
制
限
は
必
要
な
い
と
い
う
意
見
、
親
養
子
の
目
的
が
家
庭
の
保
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
へ
の
家
庭
提
供
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
未
成
年
者
（
二
〇
歳
未
満
（
当
時
））
あ
る
い
は
よ
り
高
い
上
限
の
考
慮
を

要
す
る
と
い
う
意
見
等
が
当
時
存
在
し
た
こ
と
を
法
制
司
法
委
員
会
は
検
討
報
告
及
び
審
査
報
告
書
で
示
し
て
い
）
49
（

る
。

　
　

⑵ 　

イ
・
キ
ョ
ン
ス
ク
議
員
ら
「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
二
〇
〇
四
年
九
月
九
日
提
）
50
（

出
）、
ノ
・
フ
ェ
チ
ャ
ン
議
員
ら
「
民
法
改
正

法
律
案
」（
二
〇
〇
四
年
九
月
一
四
日
提
）
51
（

出
）

　

両
法
律
案
と
も
に
親
養
子
制
度
導
入
の
背
景
、
趣
旨
等
は
政
府
案
（
⑴
）
と
同
様
で
あ
る
。
養
親
の
要
件
と
し
て
イ
・
キ
ョ
ン
ス
ク
議

員
案
（
以
下
、
イ
議
員
案
）
で
は
、
政
府
案
と
同
様
に
婚
姻
期
間
「
五
年
以
上
」
の
夫
婦
に
よ
る
共
同
入
養
（
た
だ
し
、
配
偶
者
の
子
を
親
養

子
と
す
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
。）
と
し
、
ノ
・
フ
ェ
チ
ャ
ン
議
員
案
（
以
下
、
ノ
議
員
案
）
で
は
、
婚
姻
期
間
の
規
定
は
設
け
ず
、
た

だ
「
婚
姻
中
の
夫
婦
」
に
よ
る
共
同
入
養
（
同
但
書
）
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
養
子
の
要
件
と
し
て
イ
議
員
案
で
は
、
年
齢
制
限
規
定
は

設
け
ず
、
ノ
議
員
案
で
は
年
齢
制
限
を
置
か
な
い
代
わ
り
に
、「
一
五
歳
以
上
の
場
合
に
は
親
養
子
と
な
る
子
の
同
意
を
得
る
」
旨
規
定

し
た
。
法
制
司
法
委
員
会
は
、
養
親
の
要
件
で
あ
る
婚
姻
継
続
期
間
に
つ
い
て
は
、
親
養
子
の
年
齢
制
限
等
を
考
慮
し
て
立
法
政
策
的
判

断
を
要
す
る
事
項
で
あ
る
と
示
し
つ
つ
、
一
方
で
再
婚
家
庭
に
お
け
る
親
養
子
入
養
の
場
合
に
も
家
庭
の
安
定
的
定
着
の
如
何
を
判
断
す

る
た
め
、
二
年
程
度
の
婚
姻
継
続
期
間
を
規
定
す
べ
き
と
い
う
見
解
が
あ
る
と
言
及
す
）
52
（

る
。
養
子
の
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
離
婚
の
急

増
・
家
庭
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
に
家
庭
を
提
供
す
る
と
い
う
親
養
子
の
目
的
等
を
考
慮
し
、
年
齢
制
限
を
撤
廃
又
は
一
二
歳
、

一
八
歳
、
二
〇
歳
未
満
等
へ
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
一
方
、
年
齢
制
限
は
子
の
福
利
面
か
ら
不
可
避
で
あ
り
、
制
限
を

撤
廃
す
る
場
合
は
養
親
の
社
会
的
経
済
的
能
力
に
よ
っ
て
親
を
選
択
す
る
利
己
主
義
が
生
じ
得
る
と
い
う
見
解
、
二
〇
歳
以
上
の
成
年
者

親
養
子
を
認
め
る
こ
と
は
制
度
の
根
本
的
な
目
的
に
反
す
る
た
め
、
制
限
撤
廃
に
反
対
す
る
見
解
も
あ
る
こ
と
を
検
討
報
告
及
び
審
査
報

告
書
で
示
し
て
い
）
53
（

る
。
ま
た
、
離
婚
率
及
び
再
婚
率
が
高
ま
っ
て
い
る
現
実
社
会
で
の
再
婚
家
庭
の
問
題
を
全
く
反
映
し
て
お
ら
ず
、
親

養
子
の
目
的
が
家
庭
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
へ
の
家
庭
提
供
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
年
齢
制
限
及
び
養
親
の
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婚
姻
要
件
は
必
要
な
い
と
い
う
見
解
等
も
あ
）
54
（

り
、
再
婚
家
庭
を
前
提
と
す
る
意
見
も
見
ら
れ
た
。
ノ
議
員
案
の
養
子
の
同
意
規
定
に
つ
い

て
は
、
年
齢
を
制
限
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
、
子
の
自
己
決
定
権
を
保
護
す
る
た
め
に
意
思
を
反
映
す
る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
と
見
ら

れ
る
と
し
つ
つ
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
実
親
子
関
係
が
切
断
さ
れ
る
点
を
考
慮
し
て
一
五
歳
よ
り
も
低
い
年
齢
の
子
の
意
見
も
聴
取
す
べ

き
と
い
う
見
解
が
あ
る
こ
と
も
検
討
意
見
と
し
て
付
し
て
い
）
55
（

る
。

　
　

⑶　

各
法
律
案
に
対
す
る
意
見

　

政
府
案
及
び
イ
議
員
案
、
ノ
議
員
案
に
つ
い
て
は
、
関
連
委
員
会
と
し
て
国
会
の
女
性
委
員
会
が
検
討
意
見
を
付
し
て
い
）
56
（

る
。
そ
の
中

で
養
親
の
婚
姻
継
続
期
間
に
つ
い
て
は
、
実
親
子
関
係
が
切
断
さ
れ
る
た
め
、
子
の
福
利
の
た
め
に
円
満
な
結
婚
生
活
を
維
持
す
る
夫
婦

に
入
養
を
許
可
す
べ
き
と
い
う
点
か
ら
、
五
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
と
す
る
。
養
子
の
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
「
再
婚
家
庭
の
子
の
福

利
増
進
と
い
う
親
養
子
制
度
の
趣
旨
」
に
照
ら
せ
ば
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
子
が
実
親
と
の
関
係
断
絶
を
望
ま
な
い
場
合
も
あ
り

得
る
た
め
、
子
が
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
場
合
（
例
：
一
五
歳
以
上
）
は
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
で
き
る
旨
規
定
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
改
正
に
関
す
る
公
聴
会
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
日
、
二
〇
〇
五
年
二
月
二
一
日
）
が
開
催
さ
れ
、
各
方
面
の
識
者
か
ら
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
（
た
だ
し
、
公
聴
会
で
は
親
養
子
導
入
よ
り
も
そ
の
他
改
正
事
項
（
戸
主
制
度
撤
廃
や
同
姓
同
本
禁
婚
制
度
の
廃
止
等
）
に
重
点
が
置
か
れ

た
。）。
二
〇
〇
四
年
公
聴
会
で
は
、
再
婚
家
庭
で
配
偶
者
の
子
を
入
養
す
る
こ
と
で
家
族
観
の
葛
藤
等
が
生
じ
る
可
能
性
を
鑑
み
、「
配

偶
者
の
子
で
あ
る
か
否
か
は
問
わ
ず
、
養
親
の
一
定
期
間
の
婚
姻
継
続
要
件
は
置
く
こ
と
が
適
切
で
」
あ
り
「
再
婚
の
場
合
は
一
年
に
短

縮
す
る
こ
と
が
良
」
く
、
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
完
全
に
養
親
の
子
の
身
分
を
獲
得
す
る
た
め
「
幼
い
と
き
に
親
養
子
と
し
て
入
養
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
意
見
（
イ
・
ス
ン
ウ
（
이
승
우
）
成
均
館
大
学
校
教
授
）
等
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
再
婚
家
庭
の
現
実
を
考

え
れ
ば
「『
五
年
以
上
の
婚
姻
継
続
、
七
歳
未
満
』
は
も
う
少
し
緩
和
又
は
撤
廃
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
（
イ
・
ミ
ョ
ン
ス
ク

（
이
명
숙
）
弁
護
士
）
等
も
見
ら
れ
）
57
（

た
。
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⑷　

法
制
司
法
委
員
会
「
民
法
一
部
改
正
法
律
案
（
代
案
）」（
二
〇
〇
五
年
二
月
二
八
日
提
）
58
（

出
）

　

以
上
の
⑴
及
び
⑵
の
三
案
を
統
合
し
、
法
制
司
法
委
員
会
案
と
し
て
代
案
が
提
出
さ
れ
た
。
同
委
員
会
及
び
⑶
で
の
検
討
意
見
を
踏
ま

え
、
養
親
の
要
件
に
つ
い
て
は
婚
姻
期
間
五
年
以
上
の
長
期
期
間
を
要
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
制
度
の
活
性
化
を
阻
む
こ
と
に
な
り
得
る

と
い
う
指
摘
を
受
け
、
婚
姻
期
間
「
三
年
以
上
」
の
夫
婦
に
よ
る
共
同
入
養
（
た
だ
し
、
一
年
以
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
の
一
方
が
配
偶
者
の

子
を
親
養
子
と
す
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
。）
と
し
、
養
子
の
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
七
歳
未
満
で
は
再
婚
家
庭
に
お
け
る

親
養
子
入
養
の
機
会
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
「
一
五
歳
未
満
」
と
し
）
59
（

た
。
本
案
は
、
二
〇
〇
五
年
二
月

二
八
日
に
委
員
会
で
本
会
議
へ
の
提
出
を
議
決
し
、
同
年
三
月
二
日
の
国
会
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
。

3　

二
〇
〇
五
年
改
正
民
法
に
お
け
る
親
養
子
規
定

　

親
養
子
導
入
を
含
む
改
正
民
法
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
、
同
制
度
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
よ
り

施
行
さ
れ
た
（
付
則
一
条
）。
官
）
60
（

報
で
は
、
親
養
子
は
養
子
の
福
利
増
進
の
た
め
、
実
親
子
関
係
を
終
了
さ
せ
て
養
親
子
関
係
の
み
を
認

め
、
養
子
は
養
親
の
姓
と
本
に
従
う
よ
う
に
す
る
制
度
で
あ
る
と
す
る
（
法
律
案
と
同
旨
）。
改
正
審
議
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
た
養
親
及

び
養
子
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
法
制
司
法
委
員
会
代
案
と
同
様
、
婚
姻
期
間
「
三
年
以
上
」
の
夫
婦
に
よ
る
共
同
入
養
（
同
但

書
）、
子
の
年
齢
は
「
一
五
歳
未
満
」
と
し
た
。
二
〇
〇
五
年
導
入
時
の
詳
細
な
親
養
子
規
定
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
割
愛
す
る
）
61
（

が
（
重

要
事
項
は
﹇
表
二
﹈
参
照
）、
我
が
国
の
完
全
型
の
特
別
養
子
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
若
干
言
及
す
れ
ば
、
養
親
の
要
件
に
つ
き
「
年
齢
」

制
限
は
設
け
ず
「
婚
姻
継
続
期
間
」
に
関
す
る
定
め
を
置
い
た
こ
と
、
養
子
の
要
件
に
つ
き
要
保
護
要
件
は
設
け
ず
年
齢
制
限
の
み
置
い

た
こ
と
、
試
験
養
育
期
間
に
関
す
る
定
め
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
罷
養
（
離
縁
を
示
す
。
以
下
同
）
に
つ
い
て
は
一
定
の
要
件
の
も
と
養
親

か
ら
の
請
求
も
認
め
た
こ
と
な
ど
は
、
韓
国
の
親
養
子
制
度
の
特
徴
的
規
定
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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［表一］各法律案における親養子入養の要件

法律案 養親の要件（908 条の 2 ① 1） 養子の要件（908 条の 2 ① 2）

1999 年 12 月 17日議決
政府修正案

・ 5 年以上の婚姻継続期間
・夫婦共同入養
　 （配偶者の嫡出子の場合は

この限りでない）

7 歳未満であること

2000 年 10 月 16日提出
政府案

同上 同上

2000 年 11 月 27日提出
チェ・ヨンヒ議員案

同上 ・ 7 歳未満であること
　（908 条の 2 ① 1）
・ただし、配偶者の子である

ときは年齢制限を設けない。
この場合、その子が未成年
者であれば親養子となる子
は 1 年間家庭法院の指導・
監督を受けて試験養育をす
る（同① 3）

2004 年 6 月 3 日提出
政府案

同上 7 歳未満であること

2004 年 9 月 9 日提出
イ・キョンスク議員案

同上 年齢制限規定なし

2004 年 9 月 14 日提出
ノ・フェチャン議員案

・婚姻中の夫婦
　（期間規定なし）
・夫婦共同入養
　（配偶者の嫡出子の場合は

この限りでない）

・年齢制限規定なし
・15 歳以上の子の場合には

その子の同意が必要

・法制司法委員会代案
　 （2005 年 2 月 28 日

委員会議決、同年 3
月 2 日本会議可決）

　→  2005 年 3 月 31 日
公布

・ 3 年以上の婚姻継続期間
・夫婦共同入養
　 （ 1 年以上婚姻している夫

婦の一方が配偶者の嫡出子
を親養子とする場合はこの
限りでない）

15 歳未満であること
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㈣　

検　

討

1　

審
議
過
程
か
ら
見
る
親
養
子
制
度
導
入
の
意
義
・
特
徴

　
　

⑴　
「
姓
」「
本
」
制
度
か
ら
の
導
入
必
要
性

　

韓
国
に
お
い
て
、
姓
・
本
は
韓
国
家
族
の
中
で
重
要
な
位
置
に
置
か
れ
る
。
議
論
過
程
に
お
い
て
も
、
養
親
と
は
異
な
る
姓
・
本
で

あ
っ
た
再
婚
家
庭
の
子
に
関
す
る
福
利
の
増
進
を
養
親
の
姓
・
本
に
す
る
こ
と
で
図
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
同
制
度
導
入
の
理
由
と
し
て

第
一
に
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
必
要
性
は
、
と
り
わ
け
離
婚
女
性
の
再
婚
家
庭
を
中
心
に
主
張
さ
れ
て
お
り
、
最
た
る
導
入
意
義
は
再
婚
家

庭
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
　

⑵　

養
親
・
養
子
の
要
件
に
関
す
る
論
議

　

最
も
活
発
に
議
論
さ
れ
た
養
親
・
養
子
の
要
件
を
見
れ
ば
、
実
際
の
制
度
運
用
の
中
心
に
は
再
婚
家
庭
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、
養
親
の
要
件
に
お
い
て
は
再
婚
家
庭
で
の
期
間
設
定
の
是
非
が
、
養
子
の
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
ま
ず
制

限
規
定
の
是
非
、
そ
し
て
制
限
規
定
を
置
か
な
い
案
で
は
、
再
婚
家
庭
で
の
子
の
年
齢
制
限
設
定
へ
の
不
都
合
等
も
主
張
さ
れ
た
。
中
で

も
、
女
性
委
員
会
は
年
齢
制
限
に
関
し
て
「
再
婚
家
庭
の
子
の
福
利
増
進
と
い
う
親
養
子
制
度
の
趣
旨
」
に
照
ら
せ
ば
望
ま
し
い
こ
と
で

は
な
い
と
明
言
し
て
い
）
62
（

る
。
親
養
子
制
度
の
目
的
を
「
再
婚
家
庭
の
子
の
福
利
増
進
」
に
あ
る
こ
と
と
し
、
年
齢
制
限
に
関
し
意
見
を
付

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
過
程
か
ら
も
、
親
養
子
導
入
議
論
の
中
心
に
は
再
婚
家
庭
の
問
題
解
決
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

⑶　

制
度
の
目
的

　

二
〇
〇
四
年
政
府
案
に
関
す
る
法
制
司
法
委
員
会
の
検
討
報
）
63
（

告
の
中
で
、
親
養
子
の
根
本
的
な
目
的
は
「
孤
児
や
婚
姻
外
の
子
等
、
家

庭
の
恵
沢
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
未
成
年
者
の
保
護
及
び
養
育
」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
審
議
過
程
で
は
、

目
的
を
「
家
庭
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
に
家
庭
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
）
64
（

と
」
と
し
て
、
議
論
の
中
心
に
は
「
再
婚
家
庭
の
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［表二］2005 年民法改正時の親養子制度規定

養親となる者
の要件

3 年以上婚姻中の夫婦による共同入養
ただし、1 年以上婚姻中の夫婦の一方が配偶者の嫡出子を親養子とす
る場合は単独入養が可能（908 条の 2 ① 1）

養子となる者
の要件

15 歳未満であること（908 条の 2 ① 2）

成立 同意 親養子となる者の実父母の同意
ただし、父母の親権喪失、死亡その他の事由で同意ができ
ない場合には同意は不要（908 条の 2 ① 3）

入養承諾 親養子となる者が 15 歳未満であるときは法定代理人がそ
の者に代わって入養の承諾を行う（908 条の 2 ① 4）

方式 家庭法院への許可請求（908 条の 2 ①）
家庭法院は親養子となる者の福利のため、養育状況、入養
の動機、養親の養育能力その他事情を考慮し、入養が適当
でないと認められる場合は請求を棄却することが可能
（908 条の 2 ②）

効果 親養子は夫婦の婚姻中の出生子とみなす（908 条の 3 ①）
入養前の従前の親族関係（実父母及びその血族）は終了、夫婦の一方
が配偶者の嫡出子を単独入養した場合は他方との親族関係は維持
（908 条の 3 ②）

取消 親養子となる者の実父又は実母は自身に責任のない事由で 908 条の 2
① 3 但書の規定による同意をできなかった場合は、入養の事実を知っ
た日から 6 カ月以内に家庭法院に入養取消を請求することが可能
（908 条の 4 ①）

罷養（離縁） 養親による虐待、遺棄その他親養子の利益を著しく害するとき又は親
養子の養親に対する悖倫行為によって親養子関係を維持できなくなっ
たとき、養親、親養子、実父母、検事は家庭法院に親養子の罷養を請
求することが可能（908 条の 5 ①）

（注 1） 親養子に関して特別に規定された事項を除き、その性質に反しない範囲内において、養
子に関する規定を準用する（908 条の 8）。

（注 2） 上記内容は 2005 年改正民法における規定である。現行規定については後掲［表三］参
照。
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子
」
が
置
か
れ
た
。
こ
の
点
、
我
が
国
の
特
別
養
子
制
度
が
、
配
偶
者
の
連
れ
子
の
場
合
は
要
保
護
要
件
を
欠
く
と
し
て
、
原
則
縁
組
成

立
を
認
め
な
い
こ
と
と
は
異
な
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
両
国
に
お
け
る
「
保
護
」
の
意
味
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
我
が
国
で

は
、
再
婚
す
る
親
（
父
ま
た
は
母
）
か
ら
監
護
を
受
け
て
い
る
子
は
「
保
護
」
を
要
す
る
状
況
に
な
い
と
原
則
判
断
さ
れ
る
が
、
韓
国
の

場
合
は
、
制
度
目
的
か
ら
す
る
と
、
一
人
親
（
特
に
母
子
）
家
庭
で
は
「
家
庭
の
保
護
」
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
捉
え

ら
れ
る
。
資
料
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う
「
家
庭
の
保
護
」
と
は
要
す
る
に
「
姓
・
本
を
子
と
同
じ
く
す
る
父
が
い
る

家
庭
で
の
保
護
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
家
庭
」
は
、
要
保
護
児
童
対
象
の
特
例
法
で
の
「
家
庭
」
と
も
異
な
る
。
特
例
法
で
は

子
の
養
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、「
両
親
と
と
も
に
共
同
で
生
活
す
る
」
家
庭
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
特
例
法
も
養
親
と
子
の
姓
と

本
を
同
じ
く
す
る
こ
と
か
ら
「
姓
・
本
を
同
じ
く
す
る
父
が
い
る
」
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。
韓
国
に
お
い
て
は
姓
・
本
を
同
じ
く
す
る
父

が
い
る
こ
と
は
、
家
庭
の
安
定
を
図
る
た
め
に
重
要
な
事
項
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2　

制
度
の
評
価
及
び
父
系
血
統
主
義
の
観
点
か
ら
の
批
判

　

親
養
子
制
度
の
導
入
は
、
親
養
子
と
い
う
完
全
養
子
の
新
設
に
よ
り
養
子
と
実
子
の
差
別
が
解
消
さ
れ
、
子
の
福
利
も
向
上
し
、
非
常

に
望
ま
し
）
65
（

い
と
い
う
評
価
や
再
婚
家
庭
の
法
律
上
の
不
合
理
を
改
善
す
る
制
度
で
あ
）
66
（

る
と
い
っ
た
高
い
評
価
を
得
た
。
し
か
し
、
実
父
と

の
関
係
を
断
絶
す
る
親
養
子
制
度
及
び
姓
・
本
変
更
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、
父
系
血
統
主
義
の
維
持
を
主
張
す
る
全
国
の
儒
林
団
体
か

ら
強
力
に
反
対
意
見
が
出
さ
れ
、
特
に
離
婚
女
性
が
前
婚
で
出
産
し
た
子
を
再
婚
家
庭
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
、
実
父
側
の
血
統
継
承
を

阻
止
す
る
と
い
う
憂
慮
が
示
さ
れ
）
67
（

た
。
現
実
社
会
の
（
再
婚
）
家
族
問
題
を
反
映
す
る
改
正
で
あ
っ
た
一
方
、
父
系
血
統
継
承
の
証
で
も

あ
る
姓
・
本
の
変
更
は
、
保
守
派
に
よ
る
反
対
論
が
強
力
に
主
張
さ
れ
、
法
と
家
族
観
の
関
係
と
い
う
重
要
な
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た

と
言
え
る
。
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四　

親
養
子
制
度
の
利
用
状
況
と
問
題
点

㈠　

制
度
施
行
後
の
利
用
状
況

1　

親
養
子
入
養
の
利
用
状
況

　

二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
の
親
養
子
制
度
施
行
後
、
こ
れ
ま
で
に
約
七
〇
〇
〇
件
以
上
の
親
養
子
入
養
の
申
請
が
な
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約

八
〇
％
以
上
の
事
件
が
認
容
さ
れ
た
と
い
）
68
（

う
。
法
院
行
政
処
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
施
行
後
、
同
七
日
ま
で
に
全
国
の
法
院

に
一
五
二
三
件
（
そ
の
う
ち
親
養
子
入
養
請
求
は
一
五
一
件
）
の
姓
・
本
変
更
及
び
親
養
子
入
養
の
請
求
が
な
さ
れ
）
69
（

た
。
こ
れ
は
わ
ず
か
一

週
間
で
の
請
求
数
で
あ
り
、
同
制
度
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。
親
養
子
制
度
に
つ
い
て
言
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
一
月
か
ら
八
月
末
ま

で
の
施
行
後
八
カ
月
間
の
申
請
受
付
件
数
は
二
〇
〇
六
件
、
う
ち
一
五
七
九
件
が
処
理
さ
れ
、
処
理
件
数
の
う
ち
一
三
三
九
件
が
認
容
さ

れ
た
（
棄
却
七
〇
件
）
と
い
）
70
（

い
、
処
理
件
数
の
う
ち
約
八
八
％
の
申
請
が
認
容
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
月
別
の
申
請
受
付
件
数
を
見
れ
ば
、

一
月
が
七
八
一
件
と
最
も
多
か
っ
た
が
、
二
月
は
二
九
七
件
と
な
り
、
そ
の
後
は
さ
ら
に
減
少
し
た
（
八
月
は
一
一
五
件
で
あ
っ
た
）。

　

韓
国
『
司
法
年
鑑
』
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
の
全
体
の
入
養
件
数
は
五
八
六
二
件
で
あ
り
、
う
ち
親
養
子
入
養
は
一
七
七
九

名
で
あ
っ
た
と
い
）
71
（

う
。
以
降
、
二
〇
〇
九
年
一
三
七
八
件
（
全
体
入
養
四
九
八
四
件
）、
二
〇
一
〇
年
一
二
四
五
件
（
同
四
八
五
二
件
）、
二

〇
一
一
年
一
一
七
六
件
（
同
四
五
六
八
件
）、
二
〇
一
二
年
一
二
五
六
件
（
同
四
三
五
六
件
）
で
あ
っ
）
72
（

た
。
な
お
、
最
新
の
統
計
で
は
、
二

〇
一
三
年
の
一
年
間
に
ソ
ウ
ル
家
庭
法
院
に
受
付
さ
れ
た
件
数
が
計
二
六
七
件
、
そ
の
う
ち
認
容
さ
れ
た
の
は
一
五
五
件
、
棄
却
さ
れ
た

の
は
八
件
で
あ
っ
た
と
い
）
73
（

う
。

　

こ
の
よ
う
な
利
用
状
況
を
見
る
に
、
制
度
施
行
年
の
二
〇
〇
八
年
の
利
用
が
最
も
多
く
、
そ
の
後
は
一
二
〇
〇
件
前
後
の
利
用
が
続
き
、
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毎
年
一
定
の
利
用
が
あ
る
。
全
体
の
入
養
申
告
件
数
の
う
ち
二
五
％
か
ら
三
〇
％
の
割
合
で
親
養
子
入
養
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
発

な
利
用
も
窺
え
る
。
ま
た
、
施
行
後
八
カ
月
間
で
は
約
八
八
％
、
こ
れ
ま
で
で
約
八
〇
％
の
申
請
が
認
容
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
高
い
認

容
率
で
あ
る
。

2　

再
婚
家
庭
に
お
け
る
親
養
子
利
用
の
実
態

　

親
養
子
入
養
事
件
は
家
事
非
訟
事
件
に
該
当
す
る
た
め
、
そ
の
特
性
上
、
認
容
事
件
は
審
判
文
に
事
実
関
係
や
判
断
理
由
が
記
載
さ
れ

る
場
合
は
少
な
）
74
（

く
、
申
請
の
認
容
率
が
八
〇
％
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ

で
は
入
養
申
請
「
棄
却
」
事
件
を
対
象
と
し
た
パ
ク
・
ボ
ク
ス
ン
（
박
복
순
）
研
究
委
員
、
ヒ
ョ
ン
・
ソ
ヘ
（
현
소
혜
）
教
授
に
よ
る
分

析
報
告
「
친
양
자 

입
양 

및 
자
녀
의 

성
・
본 

변
경 

제
도
에 

관
한 

성
인
지
적 

분
석
（
親
養
子
入
養
及
び
子
の
姓
・
本
変
更
制
度
に
関
す

る
姓
認
知
的
分
）
75
（

析
）」
を
も
と
に
再
婚
家
庭
で
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
。

　

同
報
告
で
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
か
ら
二
〇
一
三
年
二
月
五
日
ま
で
に
宣
告
さ
れ
た
親
養
子
入
養
棄
却
関
連
事
件
計
二
八
七
件

（
大
法
院
三
件
、
下
級
審
二
八
四
件
）
の
う
ち
、
分
析
に
必
要
な
個
人
情
報
の
全
部
又
は
一
部
が
確
認
可
能
な
棄
却
事
件
二
六
二
件
を
分
析
対

象
と
す
る
。
配
偶
者
の
子
を
親
養
子
入
養
す
る
場
合
は
、
夫
婦
一
方
に
よ
る
単
独
入
養
が
可
能
で
あ
り
、
請
求
者
が
夫
婦
一
方
の
場
合
で

あ
れ
ば
「
再
婚
家
庭
に
お
け
る
請
求
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
計
二
六
二
件
の
棄
却
事
件
の
う
ち
、
請
求
者
が
夫
婦
一
方
で
あ
っ
た
の

は
二
二
九
件
で
全
体
の
八
七
・
四
％
を
占
め
た
と
い
う
（
た
だ
し
、
継
子
入
養
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
夫
婦
一
方
が
単
独
で
親
養
子
入
養
を
申
請

し
て
棄
却
さ
れ
た
二
件
も
含
む
。）。
再
婚
家
庭
に
お
け
る
入
養
申
請
が
約
九
割
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
確
認
で
き
る
棄
却
事
件
で
の
割
合
で
は

あ
る
が
、
親
養
子
が
再
婚
家
庭
の
た
め
の
制
度
と
し
て
認
識
・
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
二
九
件

の
う
ち
、
請
求
者
が
男
性
で
あ
っ
た
の
は
二
〇
〇
件
、
女
性
で
あ
っ
た
の
は
わ
ず
か
二
九
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
再
婚
家
庭
で
の
申
請

の
う
ち
八
七
・
三
％
が
男
性
、
即
ち
養
父
か
ら
の
申
請
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
申
請
し
た
再
婚
家
庭
の
大
部
分
が
母
親
の
連
れ
子

と
母
親
の
再
婚
相
手
で
あ
る
養
父
と
の
入
養
を
意
味
す
る
。
子
の
姓
・
本
を
養
父
の
そ
れ
に
従
わ
せ
る
た
め
に
も
親
養
子
入
養
を
行
う
も
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の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
数
字
か
ら
も
父
系
血
統
主
義
に
よ
る
姓
・
本
の
制
度
が
養
子
利
用
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
察
で
き
よ
う
。

親
養
子
制
度
は
、
実
際
に
は
「
再
婚
家
庭
の
結
束
力
の
強
化
の
た
）
76
（

め
」
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
分
析
対
象
事
件
二
六
二
件
の
う
ち
、
二
審
で
認
容
さ
れ
た
事
件
及
び
一
部
認
容
事
件
を
除
い
た
二
五
七
件
（
全
部
却
下
・
全
部

棄
却
事
件
）
に
お
け
る
棄
却
事
由
を
見
る
と
、
う
ち
一
九
一
件
が
「
要
件
未
具
備
」、
一
八
件
が
「
福
利
不
適
合
」、
四
八
件
が
「
疎
明
不

足
・
理
由
な
し
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
最
も
多
い
「
要
件
未
具
備
」
一
九
一
件
の
う
ち
、
一
一
九
件
が
「
実
親
の
同
意
欠
落
」、
五
六

件
が
「
婚
姻
期
間
未
充
足
」、
一
六
件
が
「
親
養
子
年
齢
条
件
未
充
足
」
で
あ
っ
た
。
実
親
の
同
意
が
な
く
棄
却
さ
れ
た
事
件
が
最
も
多

い
が
、
こ
れ
は
二
〇
一
二
年
改
正
の
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
っ
た
（
後
述
参
照
）。

㈡　

問
題
点

　

法
に
規
定
さ
れ
た
入
養
要
件
が
そ
の
活
用
を
妨
げ
る
問
）
77
（

題
が
生
じ
、
現
実
社
会
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
入
養
が
法
条
文
上
の
入
養
と
合

致
し
な
い
状
況
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
二
〇
一
二
年
民
法
改
正
（
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
施
行
）
へ
と
つ
な
が
る
。
以
下
、
二
つ
の

問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

1　

離
婚
・
再
婚
の
現
状
と
養
子
の
年
齢
制
限

　

養
子
年
齢
制
限
は
「
一
五
歳
未
満
」
と
規
定
さ
れ
た
が
、
立
法
後
に
も
年
齢
制
限
を
一
律
に
設
け
る
こ
と
へ
の
反
対
意
見
が
存
在
し
た
。

特
に
、
制
度
導
入
を
待
つ
間
に
子
の
年
齢
が
一
五
歳
を
超
え
た
場
合
等
に
は
制
度
は
利
用
で
き
ず
、
親
養
子
は
家
庭
法
院
の
審
判
で
子
の

福
利
の
た
め
に
最
も
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
子
の
年
齢
を
一
五
歳
に
厳
格
に
制
限
す
る
必
要
は
な
い
と
の
意
見
も
見

ら
れ
）
78
（

た
。

　

韓
国
に
お
け
る
実
際
の
離
婚
・
再
婚
状
況
を
概
観
す
れ
）
79
（

ば
、
制
度
が
導
入
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
の
全
体
離
婚
件
数
は
一
二
万
八
〇
三
五
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件
、
そ
の
う
ち
未
成
年
者
の
子
が
い
る
夫
婦
の
離
婚
件
数
は
八
万
一
二
〇
〇
件
、
二
〇
一
二
年
の
全
体
離
婚
件
数
は
一
一
万
四
三
一
六
件
、

う
ち
五
二
・
八
％
に
あ
た
る
六
万
三
一
七
件
は
未
成
年
者
の
子
が
い
た
。
ま
た
、
再
婚
件
数
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
五
年
七
万
九
九
四
二
件
、

二
〇
一
二
年
六
万
九
九
九
八
件
で
あ
っ
た
。
数
字
だ
け
を
見
れ
ば
、
こ
の
七
年
間
で
全
体
離
婚
件
数
及
び
未
成
年
者
の
子
が
い
る
夫
婦
の

離
婚
件
数
、
再
婚
件
数
は
す
べ
て
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
離
婚
時
の
平
均
年
齢
（
二
〇
〇
五
年
男
性
四
二
・
一
歳
・
女
性
三
八
・
六
歳
、

二
〇
一
二
年
男
性
四
五
・
九
歳
・
女
性
四
二
・
〇
歳
）
が
男
女
と
も
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
離
婚
時
の
未
成
年
者
の
子
の
年

齢
も
上
が
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
よ
う
（
た
だ
し
、
二
〇
一
二
年
女
性
の
平
均
出
産
年
齢
は
三
一
・
六
）
80
（

歳
（
初
産
、
二
人
目
以
降
も
含
む
。）
で
あ
り
、

こ
ち
ら
も
年
々
上
昇
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。）。
離
婚
後
再
婚
ま
で
に
数
年
か
か
っ
た
場
合
、
子
の
年
齢
が
一
五
歳
を
超
え

る
場
合
も
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
男
女
別
再
婚
件
数
を
見
れ
ば
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
再
婚
件
数
が
多
い
（
二
〇
一
二
年

男
性
五
万
一
一
一
四
名
・
女
性
五
万
六
四
八
八
名
）。
ま
た
、
再
婚
に
つ
い
て
「
男
性
初
婚
・
女
性
再
婚
」
の
ケ
ー
ス
（
二
〇
一
二
年
一
万
八
八

五
四
件
）
が
「
男
性
再
婚
・
女
性
初
婚
」（
一
万
三
四
七
〇
件
）
の
場
合
を
上
回
っ
て
お
り
、
両
者
と
も
に
再
婚
（
三
万
七
六
〇
四
件
）
の
場

合
を
合
わ
せ
る
と
女
性
に
子
が
い
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
場
合
子
の
姓
・
本
を
養
父
の
そ
れ
に
従
わ
せ
る
た
め
に
親
養
子
入
養

を
望
む
率
も
高
く
な
ろ
う
。
一
五
歳
と
い
う
年
齢
制
限
に
よ
り
、
再
婚
家
庭
で
の
活
用
が
阻
ま
れ
る
お
そ
れ
が
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。

2　

実
親
に
よ
る
入
養
同
意
要
件

　

親
養
子
は
従
前
の
親
族
関
係
が
終
了
す
る
た
め
、
実
親
の
同
意
（
民
法
第
九
〇
八
条
の
二
第
一
項
第
三
号
）
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
そ

の
た
め
、
二
〇
〇
五
年
導
入
時
に
は
実
親
の
同
意
を
要
件
と
し
て
定
め
つ
つ
、
父
母
の
親
権
喪
失
、
死
亡
そ
の
他
の
事
由
で
同
意
が
で
き

な
い
場
合
に
は
同
意
不
要
と
規
定
し
（
同
但
書
）、
一
定
の
場
合
の
同
意
免
除
規
定
を
設
け
て
い
た
。
し
か
し
、
血
縁
を
重
視
す
る
韓
国

社
会
に
お
い
て
は
、
親
族
関
係
が
消
滅
す
る
親
養
子
入
養
の
同
意
が
容
易
で
は
な
い
場
合
や
、
実
親
と
長
期
間
連
絡
が
途
絶
え
て
お
り
実

親
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
は
入
養
は
難
し
）
81
（

く
、
親
養
子
を
活
用
す
る
機
会
を
失
っ
て
い
）
82
（

た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
入
養

請
求
の
棄
却
事
由
分
析
結
果
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
実
親
の
同
意
が
な
い
た
め
に
棄
却
さ
れ
た
事
件
の
大
部
分
が
継
子
入
養
で
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あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
親
養
子
利
用
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
実
親
の
同
意
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

五　

二
〇
一
二
年
改
正
法
に
お
け
る
親
養
子
制
度

㈠　

改
正
の
経
緯

　

親
養
子
制
度
は
、
普
通
養
子
制
度
と
共
に
二
〇
一
二
年
に
重
要
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。
本
改
正
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
日
キ
ム
・

ハ
ク
ソ
ン
（
김
학
송
）
議
員
ほ
か
九
名
の
発
議
に
よ
る
未
成
年
養
子
の
罷
養
に
関
す
る
改
正
案
、
二
〇
一
〇
年
八
月
三
日
イ
・
へ
フ
ン

（
이
혜
훈
）
議
員
ほ
か
一
〇
名
の
発
議
に
よ
る
重
婚
の
取
消
権
者
に
関
す
る
改
正
案
、
二
〇
一
一
年
四
月
二
二
日
ガ
ン
・
チ
ャ
ン
イ
ル

（
강
창
일
）
議
員
ほ
か
九
名
の
発
議
に
よ
る
夫
婦
間
の
契
約
取
消
に
関
す
る
改
正
案
、
二
〇
一
一
年
九
月
一
日
政
府
が
提
出
し
た
未
成
年

養
子
の
入
養
と
罷
養
及
び
親
養
子
の
要
件
に
関
す
る
改
正
案
と
い
う
計
四
つ
の
改
正
案
の
内
容
を
反
映
さ
せ
て
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
二

九
日
に
法
制
司
法
委
員
会
が
提
案
し
た
「
民
法
一
部
改
正
法
律
案
（
代
）
83
（

案
）」
が
同
日
の
第
三
〇
四
回
国
会
本
会
）
84
（

議
に
て
可
決
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
（
二
〇
一
二
年
二
月
一
〇
日
公
布
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
施
）
85
（

行
）。

㈡　

改
正
の
目
的
と
主
要
改
正
内
容

　

官
報
で
は
、
本
養
子
法
改
正
理
由
に
つ
い
て
、
児
童
虐
待
等
未
成
年
者
の
福
利
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
事
例
発
生
を
受
け
、
こ
れ
を
防
止

す
る
た
め
に
、
未
成
年
者
入
養
及
び
罷
養
に
つ
き
家
庭
法
院
の
関
与
（
入
養
許
可
審
判
、
裁
判
上
の
罷
養
の
み
）
を
定
め
、
父
母
の
所
在
不

明
等
の
場
合
は
父
母
の
同
意
な
く
と
も
入
養
可
能
に
す
る
な
ど
の
制
度
改
善
を
行
い
、
親
養
子
年
齢
を
現
実
に
合
致
す
る
よ
う
緩
和
す
る

こ
と
と
示
さ
れ
て
い
）
86
（

る
。
主
要
内
容
は
、
普
通
養
子
に
つ
き
未
成
年
者
入
養
に
関
す
る
家
庭
法
院
許
可
制
導
入
（
第
八
六
七
条
新
設
）、
未
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成
年
者
罷
養
は
裁
判
上
の
罷
養
の
み
認
定
（
第
八
九
八
条
）、
父
母
の
同
意
な
く
入
養
可
能
な
同
意
免
除
規
定
（
第
八
七
〇
条
・
八
七
一
条
）

を
設
け
た
点
で
あ
る
。
親
養
子
に
関
す
る
主
要
改
正
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
二
〇
一
二
年
改
正
規
定
は
表
三
参
照
）。

1　

親
養
子
入
養
可
能
年
齢
の
緩
和
（
第
九
〇
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
）

　

親
養
子
年
齢
を
一
五
歳
未
満
か
ら
未
成
年
者
へ
と
改
正
し
た
。
こ
れ
は
、
長
期
に
わ
た
る
共
同
生
活
を
通
じ
て
継
父
母
と
継
子
の
間
に

事
実
上
の
親
子
関
係
が
形
成
さ
れ
た
再
婚
家
庭
の
場
合
、
年
齢
制
限
に
よ
り
親
養
子
入
養
が
不
可
能
な
事
例
が
あ
り
、「
再
婚
家
庭
の
現

実
」
に
合
致
す
る
よ
う
入
養
要
件
を
改
善
す
る
こ
と
で
「
再
婚
家
庭
の
和
合
」
を
促
進
し
、
子
の
福
利
を
増
進
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

2　

父
母
の
同
意
、
法
定
代
理
人
の
同
意
・
承
諾
免
除
規
定
の
拡
大
（
同
第
二
項
）

　

改
正
法
で
は
父
母
の
同
意
規
定
（
同
第
一
項
第
三
号
）
を
維
持
し
、
子
に
代
わ
る
法
定
代
理
人
の
承
諾
に
関
す
る
年
齢
に
つ
い
て
一
五

歳
未
満
か
ら
一
三
歳
未
満
へ
の
改
正
（
同
第
五
号
）
を
行
い
、
子
が
一
三
歳
以
上
の
場
合
は
法
定
代
理
人
の
同
意
を
受
け
て
承
諾
す
る
旨

の
規
定
（
同
第
四
号
）
を
新
設
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
普
通
養
子
と
同
様
、
法
定
代
理
人
の
同
意
及
び
承
諾
、
父
母
の
同
意
な
く
と
も

家
庭
法
院
が
入
養
請
求
を
認
容
で
き
る
一
定
の
場
合
を
定
め
た
。
第
一
に
法
定
代
理
人
が
正
当
な
理
由
な
く
同
意
又
は
承
諾
を
拒
否
す
る

場
合
、
第
二
に
実
親
が
自
身
に
責
任
あ
る
事
由
で
三
年
以
上
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
を
履
行
せ
ず
、
面
接
交
渉
を
行
わ
な
い
場
合
、
第
三

に
実
親
が
子
を
虐
待
又
は
遺
棄
、
そ
の
他
子
の
福
利
を
顕
著
に
害
す
る
場
合
で
あ
る
。
な
お
、
法
定
代
理
人
が
親
権
者
の
場
合
は
後
二
者

の
事
由
が
必
要
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
拡
大
し
た
の
は
、
実
親
の
同
意
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
が
存
在
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は

入
養
同
意
の
対
価
と
し
て
実
親
が
金
銭
を
要
求
す
る
事
例
等
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

㈢　

検
討

―
養
子
法
及
び
親
養
子
制
度
の
改
正
意
義

　

二
〇
一
二
年
改
正
で
は
前
述
の
通
り
、
普
通
養
子
に
お
け
る
未
成
年
者
入
養
及
び
親
養
子
に
関
す
る
重
要
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
入
養
及
び
罷
養
に
つ
い
て
国
家
（
家
庭
法
院
）
が
介
入
し
て
許
可
さ
れ
た
場
合
の
み
認
め
る
と
変
更
さ
れ
、
子
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［表三］　20₁2 年改正法における親養子制度規定

養親となる者
の要件

3 年以上婚姻中の夫婦による共同入養
ただし、1 年以上婚姻中の夫婦の一方が配偶者の嫡出子を親養子とす
る場合は単独入養が可能（908 条の 2 ① 1）

養子となる者
の要件

未成年者であること（908 条の 2 ① 2）

成立 同意 親養子となる者の実父母の同意
ただし、父母の親権喪失、死亡その他の事由で同意ができ
ない場合には同意は不要（908 条の 2 ① 3）

入養承諾 ・親養子となる者が 13 歳以上であるときは法定代理人の
同意を得て入養の承諾を行う（908 条の 2 ① 4）
・親養子となる者が 13 歳未満であるときは法定代理人が
その者に代わって入養の承諾を行う（908 条の 2 ① 5）

同意免除 家庭法院は次のいずれか一つに該当する場合には同意又は
承諾がなくても請求を認容することができる（同意権・承
諾権者を尋問する）（908 条の 2 ②）
1 号　法定代理人が正当な理由なしに同意又は承諾を拒否
する場合（法定代理人が親権者の場合は 2 号・3 号の事由
がなければならない）
2 号　実父母が自己の責任のある事由で 3 年以上、子に対
する扶養義務を履行せず、面接交渉をしていない場合
3 号　実父母が子を虐待又は遺棄し、又はその他の子の福
利を顕著に害した場合

方式 家庭法院への許可請求（908 条の 2 ①）
家庭法院は親養子となる者の福利のため、養育状況、入養
の動機、養親の養育能力その他事情を考慮し、入養が適当
でないと認められる場合は請求を棄却することが可能
（908 条の 2 ③）

効果 親養子は夫婦の婚姻中の出生子とみなす（908 条の 3 ①）
入養前の従前の親族関係（実父母及びその血族）は終了、夫婦の一方
が配偶者の嫡出子を単独入養した場合は他方との親族関係は維持
（908 条の 3 ②）

取消 親養子となる者の実父又は実母は自身に責任のない事由で 908 条の 2
① 3 但書の規定による同意ができなかった場合は、入養の事実を知っ
た日から 6 カ月以内に家庭法院に入養取消を請求することが可能
（908 条の 4 ①）

罷養（離縁） 養親による虐待、遺棄その他親養子の利益を著しく害するとき又は親
養子の養親に対する悖倫行為によって親養子関係を維持できなくなっ
たとき、養親、親養子、実父母、検事は家庭法院に親養子の罷養を請
求することが可能（908 条の 5 ①）

（注 1） 親養子に関して特別に規定された事項を除き、その性質に反しない範囲内において、養
子に関する規定を準用する（908 条の 8）。

（注 2） 下線部は 2012 年改正時の新設内容である（改正のみの箇所は二重下線）。
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の
た
め
の
養
子
制
度
を
実
現
す
る
改
正
事
項
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
父
母
の
同
意
免
除
規
定
に
つ
い
て
は
、
法
院
の
審
判
を
必
ず
経
る
こ
と

に
な
り
、
審
判
で
の
慎
重
な
審
議
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
拡
大
さ
れ
、
同
意
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
子
の
入
養
可
能
性
を
高
め
る
規
定

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
普
通
養
子
規
定
の
改
正
背
景
に
は
、
国
内
で
は
入
養
さ
れ
た
児
童
に
対
す
る
虐
待
問
題
等
が
あ
っ
た
が
、
国
外

に
お
い
て
は
国
連
の
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
と
の
関
連
が
あ
っ
た
。
同
二
一
条
ａ
で
は
、
児
童
の
養
子
縁
組
に
つ
い
て
は
権

限
の
あ
る
当
局
に
よ
っ
て
の
み
認
め
ら
れ
る
と
定
め
ら
れ
、
韓
国
は
同
条
約
に
加
入
済
み
で
あ
る
が
同
条
項
に
つ
い
て
は
留
保
し
て
お
り
、

国
連
の
児
童
権
利
委
員
会
か
ら
数
回
に
わ
た
る
留
保
撤
回
の
勧
告
を
受
け
た
と
い
）
87
（

う
。
国
内
外
の
事
情
を
勘
案
し
、
本
改
正
で
未
成
年
者

入
養
に
対
す
る
許
可
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
言
え
る
。
一
方
、
親
養
子
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
同
制
度
は
子
ど
も
の
権
利
条
約

に
合
致
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
（
た
だ
し
、
完
全
養
子
に
も
か
か
わ
ら
ず
養
親
か
ら
の
罷
養
請
求
を
認
め
て
い
る
点
に
は
疑
問
も
あ
）
88
（

る
。）、

国
外
か
ら
の
事
情
と
い
う
よ
り
も
、
国
内
で
の
問
題
に
対
応
し
た
改
正
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
親
養
子
に
関
す
る
改
正
は
、
立
法
審
議

当
初
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
親
養
子
の
年
齢
制
限
及
び
父
母
等
の
同
意
規
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
前
述
の
立
法
後
に
提
起
さ
れ
た
問
題
点

の
解
決
に
相
応
す
る
。
官
報
等
の
資
料
に
お
い
て
も
「
再
婚
家
庭
の
た
め
」
の
改
正
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
お
り
、
再
婚
家
庭
の
現

実
に
合
わ
せ
た
改
正
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
親
養
子
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
問
題
の
相
当
部
分
を
解
決
し
、
再
婚
家
庭

の
和
合
促
進
及
び
子
の
福
利
増
進
を
図
る
た
め
の
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
）
89
（

る
。

六　

考
察

―
家
族
観
及
び
他
の
養
子
制
度
と
の
関
係

㈠　

親
養
子
制
度
と
家
族
観

　

親
養
子
制
度
の
導
入
は
、
一
九
九
八
年
に
法
律
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
五
年
に
至
る
ま
で
国
会
を
通
過
し
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な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
養
子
の
姓
と
本
が
変
更
さ
れ
、
実
の
子
と
し
て
養
育
す
る
こ
と
を
法
で
保
障
す
る
親
養
子
制
度
の
導

入
が
「
父
系
血
統
主
義
に
混
乱
を
招
き
」、
固
有
の
美
風
良
俗
を
害
し
て
国
家
の
基
本
ま
で
も
揺
る
が
し
か
ね
な
い
と
主
張
し
て
き
た
一

部
勢
力
（
前
述
の
儒
林
団
体
等
）
と
、
こ
の
よ
う
な
集
団
の
力
を
意
識
し
た
国
会
議
員
が
改
正
案
の
通
過
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
主
な
原
因
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
）
90
（

る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
家
族
観
を
背
景
と
す
る
反
対
を
受
け
な
が
ら
も
、
親
養
子
制
度
が
民
法
に

規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
当
初
の
目
的
が
孤
児
等
の
保
護
を
必
要
と
す
る
未
成
年
者
の
保
護
・
養
育
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

導
入
に
あ
た
っ
て
の
議
論
、
利
用
の
実
情
、
そ
し
て
近
年
の
改
正
も
ま
た
「
再
婚
家
庭
」
を
中
心
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
の
目

的
と
は
異
な
る
制
度
状
況
及
び
実
態
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
つ
い
て
、
立
法
当
時
、
親
養
子
制
度
（
及
び
姓
本
変
更
制
度
）
は

実
父
と
の
関
係
断
絶
を
通
し
て
終
局
的
に
は
父
系
血
統
を
弱
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
も
分
析
さ
れ
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
側
面
も
あ
っ

た
と
言
う
が
、
制
度
の
運
用
状
況
は
父
系
血
統
主
義
の
弱
化
に
よ
る
女
性
の
象
徴
的
地
位
の
向
上
に
ま
で
至
っ
た
も
の
で
は
な
く
、「
継

父
」
を
中
心
と
す
る
再
婚
家
庭
の
た
め
の
制
度
と
し
て
、
結
局
は
「
実
父
か
ら
継
父
」
へ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う

見
解
も
あ
）
91
（

る
。
同
見
解
で
は
、
母
子
家
庭
等
に
対
す
る
偏
見
を
強
め
、
離
婚
女
性
の
地
位
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
離
婚
し
た
家
庭

の
子
の
福
利
を
も
害
す
る
憂
慮
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
考
慮
す
れ
ば
、
親
養
子
制
度
導
入
に
よ
り
、
本
来
の
実
父
系
血
統

重
視
に
よ
る
実
父
の
姓
・
本
に
よ
り
成
立
し
た
家
族
が
、
継
父
と
い
う
「
擬
似
的
な
父
系
血
統
」
を
表
す
る
も
の
へ
と
変
化
し
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
同
制
度
導
入
等
の
改
正
に
よ
り
、
父
系
血
統
主
義
は
、
法
律
上

0

0

0

ま
だ
影
響
が
残
る
規
定
は
あ
る
も

の
の
、
緩
和
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
「
姓
・
本
の
制
度
」
を
根
本
に
置
い
た
ま
ま
、
そ
の
主
体
が
父
系
か
ら
継
父

系
へ
と
変
化
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
父
方
を
重
視
す
る
意
識
は
む
し
ろ
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
よ
う
に
思
う
。
だ
が
、

こ
こ
で
疑
問
に
思
う
の
は
、
果
た
し
て
こ
こ
に
父
系
「
血
統
」
主
義
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
親
養
子

制
度
は
子
が
養
親
（
継
父
）
の
姓
と
本
へ
変
更
可
能
な
制
度
で
あ
る
が
、
こ
の
姓
・
本
の
変
更
は
即
ち
血
統
の
変
更
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

血
統
を
「
継
父
」
の
そ
れ
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
は
血
統
の
重
視
で
は
な
く
、「
父
親
（
＝
男
性
）
を
中
心
と
す
る
家
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族
」
を
重
視
す
る
意
識
へ
の
変
化
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
父
系
の
姓
・
本
の
重
視
と
い
う
実
質
は
変
化
し

て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
血
統
と
い
う
要
素
は
徐
々
に
薄
れ
、
血
統
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
な
い
「
父
中
心
主
義
」
に
変
わ
っ
た
と

把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
親
養
子
制
度
の
利
用
状
況
か
ら
、
本
来
の
家
族
観
の
前
提
に
あ
っ
た
父
系
血
統

重
視
は
緩
和
し
つ
つ
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
親
養
子
制
度
導
入
・
利
用
の
背
景
に
は
家
族
観
の
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

㈡　
「
民
法
」
の
親
養
子
制
度
と
「
特
例
法
」
に
よ
る
養
子
制
度
と
の
関
係

　

序
論
部
分
で
も
言
及
し
た
が
、
二
〇
一
二
年
民
法
改
正
前
の
二
〇
一
一
年
に
は
特
例
法
全
部
改
正
も
な
さ
れ
て
お
り
、
養
子
法
に
お
け

る
民
法
と
特
例
法
と
の
関
わ
り
は
よ
り
重
要
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
初
、
親
養
子
制
度
の
対
象
は
保
護
を
要
す
る
子
で
あ
る
と
し
つ

つ
も
議
論
の
中
心
は
再
婚
家
庭
の
子
で
あ
っ
た
理
由
に
は
、
従
前
か
ら
要
保
護
児
童
を
対
象
と
す
る
入
養
特
例
法
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
例
法
は
、
一
九
七
六
年
に
制
定
さ
れ
た
要
保
護
児
童
対
象
の
養
子
制
度
で
あ
る
。
韓
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
本
来
の

養
子
法
が
目
指
す
べ
き
「
子
の
保
護
」
に
重
点
を
置
い
た
養
子
制
度
は
当
初
民
法
に
設
け
ら
れ
ず
、
特
例
法
と
し
て
法
制
化
し
て
き
た
の

で
あ
）
92
（

る
。
両
者
の
立
法
目
的
及
び
法
的
枠
組
み
は
異
な
り
、
再
度
言
及
す
れ
ば
、
民
法
は
法
的
親
子
関
係
の
形
成
、
特
例
法
は
子
の
養

育
・
保
護
を
目
的
と
し
た
養
子
制
度
と
な
る
。
民
法
の
家
族
法
の
原
則
に
は
父
系
血
統
を
中
心
と
す
る
家
族
が
前
提
に
あ
り
、
現
行
法
上

も
血
統
主
義
は
緩
和
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
の
、
父
系
を
中
心
と
す
る
家
族
法
規
定
は
存
置
し
て
い
る
（
父
姓
（
本
）
原
則
主
義
等
）。

し
た
が
っ
て
、
民
法
が
想
定
す
る
家
族
と
は
「
父
系
を
中
心
と
す
る
家
族
」
で
あ
り
、
そ
の
軸
に
父
系
の
姓
と
本
が
置
か
れ
て
い
る
。
親

養
子
制
度
も
ま
た
、
前
項
の
通
り
（
継
）
父
中
心
の
家
族
形
成
を
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
一
方
、
特
例
法
の
場
合
は

そ
の
目
的
が
要
保
護
児
童
の
保
護
と
い
う
子
の
福
利
増
進
で
あ
り
、
民
法
の
よ
う
な
父
系
中
心
の
家
族
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
姓
・
本

制
度
の
影
響
も
受
け
な
い
（
子
の
姓
・
本
変
更
は
一
九
七
六
年
制
定
当
時
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
。）。
姓
・
本
を
軸
と
す
る
所
謂
伝
統
的
な
家
族
観
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と
は
距
離
を
置
き
「
子
の
福
利
」
を
中
心
に
据
え
て
そ
の
子
に
「
養
子
」
と
し
て
の
身
分
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　

特
例
法
に
よ
る
養
子
の
対
象
と
な
る
子
の
多
く
は
未
婚
母
の
子
で
あ
）
93
（

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
家
族
の
中
心
と
な
る
べ
き
夫
や
父
親
が
存

在
し
な
い
家
族
は
奨
励
さ
れ
な
い
家
族
形
態
で
あ
る
と
の
考
え
の
下
、
父
親
の
認
知
を
得
ら
れ
な
い
未
婚
母
の
子
は
養
子
制
度
の
対
象
に

な
る
こ
と
が
多
）
94
（

い
と
い
い
、
特
例
法
に
よ
る
養
子
制
度
を
通
じ
て
未
婚
母
の
子
が
養
親
の
「
実
子
」
と
し
て
の
身
分
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
未
婚
の
母
の
子
が
特
例
法
に
よ
る
養
子
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
即
ち
、「
民
法
の
父
系
中
心
家
族
の
中
で
は
保
護
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
子
」
が
子
の
福
利
を
目
的
と
し
た
特
例
法
に
よ
る
養
子
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
特
例
法
に
よ
る
養
子
制
度
に
も
民
法
の
父
系
中
心
的
な
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
）
95
（

摘
も
あ
り
、
両
者
は
密
接
な
関
係
に

あ
る
と
言
え
る
。

　

今
回
の
二
〇
一
二
年
民
法
改
正
及
び
二
〇
一
一
年
特
例
法
全
部
改
正
に
よ
り
、
親
養
子
制
度
及
び
特
例
法
に
よ
る
養
子
制
度
の
区
別
は

曖
昧
と
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
）
96
（

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
親
養
子
の
対
象
年
齢
が
未
成
年
者
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
（
特
例
法
は

一
八
歳
未
満
の
要
保
護
児
童
対
象
）、
従
前
の
特
例
法
に
よ
る
養
子
は
民
法
の
普
通
養
子
と
同
等
の
地
位
で
あ
っ
た
が
、
改
正
特
例
法
で
は

「
親
養
子
」
と
同
等
の
地
位
を
得
る
と
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
、
未
成
年
者
の
入
養
に
関
す
る
法
律
に
統
合
し
て
運

用
す
る
こ
と
が
効
率
的
な
法
体
系
と
な
り
望
ま
し
い
と
い
う
見
解
も
あ
）
97
（

る
。
今
後
、
両
制
度
の
内
容
に
関
す
る
詳
細
な
比
較
検
討
が
必
要

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
統
合
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、「
子
の
た
め
」
の
養
子
制
度
へ
向
け
検
討
さ
れ
る
こ
と

は
望
ま
し
い
と
言
え
よ
う
。

七　

お
わ
り
に

　

養
子
制
度
の
根
本
に
は
、
そ
の
国
の
歴
史
や
文
化
、
社
会
状
況
等
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
た
家
族
観
が
重
要
な
意
味
を
持
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つ
。
本
稿
で
は
韓
国
の
親
養
子
制
度
の
意
義
に
つ
い
て
、
家
族
観
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
親
養
子
制
度
は
、
保
護
を
要
す
る

子
の
た
め
の
制
度
と
し
て
導
入
議
論
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
議
論
の
過
程
、
利
用
実
態
で
は
「
再
婚
家
庭
の
子
の
た
め
」
と
い
う
意
義
が

強
い
。
二
〇
一
二
年
の
改
正
は
ま
さ
に
再
婚
家
庭
で
の
利
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
韓
国
で
は
、
実
親
に
よ
る
養
育
が
困

難
な
子
は
乳
児
で
あ
れ
ば
ま
ず
は
入
養
を
検
討
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
政
府
は
施
設
よ
り
も
家
庭
を
重
視
し
、
国
内
で
育
て
親
を

見
つ
け
る
こ
と
を
優
先
す
る
と
い
）
98
（

う
。
要
保
護
児
童
の
た
め
の
養
子
制
度
が
特
例
法
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
韓
国
養
子
制

度
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
今
後
の
養
子
法
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
国
民
の
養
子
に
対
す
る
意
識
も
重
要
と
な
ろ
う
。
時
代
や
社
会
等
の
影
響
を
受
け
る
家
族
観
や
家
族
観
の
変
化
と
い
う
も
の
が
、

法
や
養
子
制
度
の
運
用
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
か
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
つ
つ
、
韓
国
養
子
法
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）  

高
翔
龍
「
韓
国
家
族
法
の
大
改
革
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
九
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
四
頁
。
同
年
の
民
法
改
正
時
に
は
、
戸
主
制
度
の
全
面
廃

止
、
姓
不
変
の
原
則
の
修
正
、
同
姓
同
本
禁
婚
制
度
の
廃
止
等
の
重
要
改
正
が
行
わ
れ
た
。
詳
し
く
は
、
同
文
献
参
照
。

（
2
）  

同
法
に
つ
い
て
は
、
田
中
佑
季
「
韓
国
に
お
け
る
養
子
法
と
家
族
観

―
入
養
特
例
法
を
中
心
に

―
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
政
治
学
論
究
九

九
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
頁
以
下
に
詳
し
い
。
な
お
、
二
〇
一
一
年
全
部
改
正
法
の
翻
訳
と
し
て
、
犬
伏
由
子
監
修
＝
田
中
佑
季
訳
「
韓
国
『
入

養
特
例
法
』（
法
律
第
一
一
〇
〇
七
号
、
二
〇
一
一
年
八
月
四
日
全
部
改
正
、
二
〇
一
二
年
八
月
五
日
施
行
）（
翻
訳
）」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研

究
八
六
巻
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
三
二
頁
以
下
が
あ
る
。

（
3
）  

조
경
애
「
친
양
자
제
도
의 

개
선
방
향
（
사
례
를 

중
심
으
로
）」
家
族
法
研
究
二
二
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
〇
五
頁
。

（
4
）  

細
川
清
「
養
子
法
の
改
正
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
九
四
号
（
一
九
八
七
年
）
五
〇
頁
。

（
5
）  

犬
伏
由
子
＝
石
井
美
智
子
＝
常
岡
史
子
＝
松
尾
知
子
『
親
族
・
相
続
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
五
頁
（
石
井
執
筆
箇
所
）。

（
6
）  

二
〇
一
一
年
三
月
七
日
公
布
改
正
民
法
で
成
年
年
齢
が
満
二
〇
歳
か
ら
満
一
九
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

（
7
）  

韓
国
に
お
い
て
は
毎
年
七
〇
〇
〇
名
か
ら
八
〇
〇
〇
名
も
の
要
保
護
児
童
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
児
童
福
祉
施
設
に
保
護
さ
れ
た

り
（
施
設
保
護
）、
入
養
さ
れ
て
も
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
国
内
入
養
よ
り
も
国
外
入
養
が
多
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
国
外
入
養
の
多
さ
は
「
孤
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児
輸
出
国
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
深
刻
な
状
態
で
あ
り
、
政
府
に
よ
っ
て
国
内
入
養
推
進
策
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
詳

し
く
は
、
田
中
佑
季
・
前
掲
注
（
2
）
一
六
―
一
九
頁
参
照
。

（
8
）  

김
주
수
＝
김
상
용
『
친
족
・
상
속
법
』
第
一
〇
版
（
法
文
社
、
二
〇
一
一
年
）
三
四
九
―
三
五
五
頁
及
び
金
亮
完
「
韓
国
の
親
養
子
制
度
導
入

の
意
義
」
民
商
法
雑
誌
一
三
八
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
五
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
9
）  
我
が
国
で
も
古
く
か
ら
虚
偽
の
出
生
届
に
よ
る
養
子
縁
組
は
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
に
は
い
わ
ゆ
る
実
子

あ
っ
せ
ん
事
件
（
菊
田
医
師
事
件
）
が
社
会
問
題
と
な
り
、
特
別
養
子
制
度
成
立
の
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。
詳
し
く
は
、
中
川
高
男
「
特
別

養
子
制
度
の
新
設
と
そ
の
意
義
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
〇
巻
一
二
号
（
一
九
八
七
年
）
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
10
）  

金
亮
完
・
前
掲
注
（
8
）
五
七
〇
頁
。

（
11
）  

二
〇
一
三
年
七
月
一
日
施
行
改
正
民
法
の
う
ち
、
養
子
法
改
正
に
関
す
る
概
要
及
び
改
正
条
文
に
つ
い
て
は
、
金
亮
完
「
養
子
法
及
び
婚
姻
法

に
係
る
韓
国
家
族
法
の
改
正
」
戸
籍
時
報
六
八
七
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
三
頁
以
下
参
照
。

（
12
）  

高
翔
龍
『
韓
国
社
会
と
法
』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
三
頁
参
照
。

（
13
）  

詳
細
は
高
翔
龍
『
韓
国
法
』
第
二
版
（
信
山
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
四
二
頁
以
下
及
び
高
翔
龍
・
前
掲
注
（
1
）
八
七
頁
以
下
参
照
。
例
外
に

は
、
祖
先
が
異
な
る
た
め
同
姓
同
本
で
あ
っ
て
も
同
族
で
は
な
い
場
合
や
異
姓
同
本
で
あ
っ
て
も
同
族
で
あ
る
場
合
等
が
あ
る
。

（
14
）  

김
연
「
韓
國
의 

姓
氏
制
度
의 

變
遷
」
家
族
法
研
究
二
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
三
一
頁
。

（
15
）  

民
法
旧
第
七
八
一
条
第
一
項　

子
は
、
父
の
姓
と
本
を
継
い
で
父
の
家
に
入
籍
す
る
。
た
だ
し
、
父
が
外
国
人
で
あ
る
と
き
に
は
、
母
の
姓
と

本
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
母
の
家
に
入
籍
す
る
（
韓
国
民
法
条
文
翻
訳
は
、
日
本
加
除
出
版
法
令
編
纂
室
『
戸
籍
実
務
六
法
〔
平
成
二
六
年

版
〕』（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ
る
。
以
下
同
）。

（
16
）  

民
法
第
七
八
一
条
第
一
項　

子
は
、
父
の
姓
と
本
を
継
ぐ
。
た
だ
し
、
父
母
が
婚
姻
の
届
出
を
す
る
際
に
、
母
の
姓
と
本
を
継
ぐ
も
の
と
協
議

し
た
場
合
に
は
、
母
の
姓
と
本
を
継
ぐ
。

　
　
　

第
六
項　

子
の
福
利
の
た
め
に
子
の
姓
と
本
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
父
、
母
又
は
子
の
請
求
に
よ
り
、
法
院
の
許
可
を
得
て
、
こ

れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
子
が
未
成
年
者
で
あ
り
、
か
つ
法
定
代
理
人
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
第
七
七
七

条
の
規
定
に
よ
る
親
族
又
は
検
事
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
17
）  

詳
細
は
、
田
中
佑
季
「
韓
国
に
お
け
る
同
姓
同
本
禁
婚
制
度
の
廃
止
と
家
族
法
改
革
」
屋
敷
二
郎
編
『
法
文
化
（
歴
史
・
比
較
・
情
報
）
叢
書

⑩
夫
婦
』（
国
際
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
二
四
九
頁
以
下
参
照
。
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（
18
）  

詳
細
は
田
中
佑
季
・
前
掲
注
（
2
）
五
―
七
頁
、
金
亮
完
・
前
掲
注
（
8
）
五
七
一
頁
等
参
照
。

（
19
）  

詳
細
は
金
相
瑢
「
韓
国
養
子
法
に
関
す
る
一
考
察
」
戸
籍
時
報
五
六
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
頁
以
下
等
参
照
。

（
20
）  

金
相
瑢
・
前
掲
注
（
19
）
六
頁
、
金
亮
完
・
前
掲
注
（
8
）
五
七
四
頁
等
参
照
。

（
21
）  
こ
れ
は
入
養
特
例
法
の
問
題
点
と
重
な
る
。
詳
細
は
田
中
佑
季
・
前
掲
注
（
2
）
一
五
頁
以
下
参
照
。

（
22
）  
一
九
九
五
年
改
正
特
例
法
（
入
養
の
促
進
及
び
手
続
に
関
す
る
特
例
法
（
入
養
促
進 

및 

節
次
에 

관
한 

特
例
法
））
第
八
条
第
一
項
。
現
行

特
例
法
（
二
〇
一
一
年
入
養
特
例
法
）
で
は
、
養
子
は
民
法
上
の
親
養
子
と
同
一
の
地
位
を
得
る
（
第
一
四
条
）
と
定
め
ら
れ
、
養
親
の
姓
と
本

に
従
う
こ
と
に
な
る
。

（
23
）  

김
주
수
＝
김
상
용
・
前
掲
注
（
8
）
三
五
一
頁
、
金
相
瑢
・
前
掲
注
（
19
）
六
頁
参
照
。

（
24
）  

大
法
院
一
九
四
七
年
一
一
月
二
五
日
宣
告
四
二
八
〇
民
上
一
二
六
判
決
。

（
25
）  

大
法
院
一
九
六
七
年
七
月
一
八
日
宣
告
六
七
다
一
〇
〇
四
判
決
。

（
26
）  

大
法
院
一
九
七
七
年
七
月
二
六
日
宣
告
七
七
다
四
九
二
全
員
合
議
体
判
決
。
判
決
の
背
景
に
は
、
血
縁
関
係
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
関
係
で
な
く

と
も
、
事
実
上
の
家
族
関
係
が
成
立
・
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
法
の
保
護
に
値
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
金
相
瑢
・
前
掲
注

（
19
）
七
頁
参
照
）。

（
27
）  

金
相
瑢
・
前
掲
注
（
19
）
七
頁
。

（
28
）  

金
相
瑢
・
前
掲
注
（
19
）
九
頁
、
金
亮
完
・
前
掲
注
（
8
）
五
七
六
頁
。

（
29
）  

조
경
애
・
前
掲
注
（
3
）
三
〇
五
頁
、
金
相
瑢
「
親
養
子
制
度
의 

도
입 

필
요
성
」
考
試
研
究
二
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
九
一
頁
。
以
下

引
用
の
改
正
法
律
案
及
び
国
会
等
の
会
議
録
は
、
主
に
大
韓
民
国
国
会
「
의
안
정
보
시
스
템
」（http://likm

s.assem
bly.go.kr/bill/jsp/m

ain.
jsp

）
で
検
索
し
、
閲
覧
を
し
た
も
の
で
あ
る
（
最
終
閲
覧
日
は
す
べ
て
二
〇
一
四
年
一
月
一
五
日
）。

（
30
）  

「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
一
九
九
八
年
一
一
月
政
府
提
出
、
議
案
番
号
一
三
四
四
）
参
照
。
な
お
、
以
下
、
鉤
括
弧
内
は
す
べ
て
引
用
箇
所
で

あ
る
。

（
31
）  

以
上
、
導
入
の
意
義
に
つ
い
て
は
法
制
司
法
委
員
會
「
民
法
中
改
正
法
律
案
審
査
報
告
書
」（
一
九
九
九
年
一
二
月
）
三
四
・
三
五
頁
参
照
。

（
32
）  

國
會
事
務
處
「
第
198
回
國
會 

女
性
特
別
委
員
會
會
議
錄 

第
2
號
」（
一
九
九
八
年
一
一
月
二
三
日
）
参
照
（
以
下
、
国
会
本
会
議
及
び
各
委

員
会
会
議
録
に
お
け
る
「
國
會
事
務
處
」
の
表
記
は
省
略
す
る
。）。

（
33
）  

「
第
208
回
國
會 

法
制
司
法
委
員
會
會
議
錄 

第
16
號
」（
一
九
九
九
年
一
二
月
一
七
日
）（
以
下
、「
法
制
司
法
委
員
會
會
議
錄
」
は
再
出
の
場
合
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「
法
司
委
会
議
録
」
と
略
記
す
る
。）。

（
34
）  

法
制
司
法
委
員
會
・
前
掲
注
（
31
）
参
照
。

（
35
）  

法
制
司
法
委
員
會
・
前
掲
注
（
31
）
三
三
頁
以
下
、
法
司
委
会
議
録
・
前
掲
注
（
33
）
三
頁
。

（
36
）  
「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
政
府
提
出
、
議
案
番
号
二
一
四
）
参
照
。
同
案
に
つ
い
て
の
詳
細
は
이
해
일
「
민
법 

개
정
안

상 
친
양
자
제
도
에 

관
한 

연
구
」
延
世
法
學
研
究
七
集
一
巻
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
五
頁
以
下
参
照
。

（
37
）  

「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
七
日
チ
ェ
・
ヨ
ン
ヒ
（
최
영
희
）
議
員
ら
提
出
、
議
案
番
号
四
一
九
）
参
照
。

（
38
）  

「
第
222
回
國
會
（
臨
時
會
）
法
制
司
法
委
員
會
會
議
錄 

第
5
號
」（
二
〇
〇
一
年
六
月
二
六
日
）
参
照
。
検
討
報
告
に
関
す
る
詳
細
は
、
政
府

案
に
つ
い
て
は
법
제
사
법
위
원
회
「
民
法
中
改
正
法
律
案
（
정
부
제
출
）
檢
討
報
告
」（
二
〇
〇
一
年
六
月
）、
議
員
案
に
つ
い
て
は
법
제
사
법
위

원
회　
「
民
法
中
改
正
法
律
案
（
최
영
희
의
원 

대
표
발
의
）
檢
討
報
告
」（
二
〇
〇
一
年
六
月
）
参
照
。

（
39
）  

二
〇
〇
二
年
三
月
段
階
で
は
審
議
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
金
相
瑢
・
前
掲
注
（
29
）
九
一
頁
）。

（
40
）  

「
民
法
一
部
改
正
法
律
案
（
代
案
）」（
二
〇
〇
五
年
二
月
法
制
司
法
委
員
長
提
出
、
議
案
番
号
一
四
三
七
）
に
お
け
る
「
代
案
の
提
案
経
緯
」

を
参
考
に
、
内
容
を
追
記
し
た
。
以
下
注
で
示
す
各
法
案
及
び
会
議
録
は
大
韓
民
国
国
会
・
前
掲
注
（
29
）
及
び
大
韓
民
国
国
会
「
회
의
록
시
스

템
」（http://likm

s.assem
bly.go.kr/record/index.htm

l

）（
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
四
年
一
月
一
六
日
）
で
閲
覧
し
た
も
の
を
記
す
。

（
41
）  

「
第
250
回
國
會
（
定
期
會
）
法
制
司
法
委
員
會
會
議
錄 

第
2
號
」（
二
〇
〇
四
年
九
月
八
日
）。

（
42
）  

「
第
250
回
國
會
（
定
期
會
）
法
制
司
法
委
員
會
會
議
錄 

第
13
號
」（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
日
）。

（
43
）  

「
第
250
回
國
會
（
定
期
會
）
法
制
司
法
委
員
會
會
議
錄 

第
14
號
」（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
日
）「
민
법
（
친
족
・
상
속
편 

개
정
에
관
한
공
청

회
）」
参
照
。

（
44
）  

「
第
251
回
國
會
（
定
期
會
）
法
制
司
法
委
員
會
會
議
録 
第
3
號
」（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
八
日
）。

（
45
）  

「
第
252
回
國
會
（
臨
時
會
）
法
制
司
法
委
員
會
會
議
錄 

第
2
號
」（
二
〇
〇
五
年
二
月
二
一
日
）「
민
법
（
친
족
・
상
속
편 

개
정
에
관
한
공
청

회
）」
参
照
。

（
46
）  

「
第
252
回
國
會
（
臨
時
會
）
國
會
本
會
議
會
議
錄 

第
8
號
」（
二
〇
〇
五
年
三
月
二
日
）。

（
47
）  

「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
二
〇
〇
四
年
六
月
政
府
提
出
、
議
案
番
号
一
五
）
参
照
。

（
48
）  

법
제
사
법
위
원
회
「
民
法
中
改
正
法
律
案
（
정
부
제
출
）
검
토
보
고
」（
二
〇
〇
四
年
九
月
）
三
八
頁
（
注
28
）、
同
「
민
법
중
개
정
법
률

안 

심
사
보
고
서
」（
二
〇
〇
五
年
）
三
四
頁
（
注
28
）。
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（
49
）  

법
제
사
법
위
원
회
・
前
掲
注
（
48
）
검
토
보
고
三
八
頁
及
び
심
사
보
고
서
三
五
頁
参
照
。

（
50
）  

「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
二
〇
〇
四
年
九
月
九
日
、
イ
・
キ
ョ
ン
ス
ク
（
이
경
숙
）
議
員
代
表
発
議
、
議
案
番
号
四
一
〇
）
参
照
。

（
51
）  

「
民
法
中
改
正
法
律
案
」（
二
〇
〇
四
年
九
月
一
四
日
、
ノ
・
フ
ェ
チ
ャ
ン
（
노
회
찬
）
議
員
代
表
発
議
、
議
案
番
号
四
三
九
）
参
照
。

（
52
）  
법
제
사
법
위
원
회
「
民
法
中
改
正
法
律
案
（
이
경
숙
위
원 

등 

156
인
발
의
）
民
法
中
改
正
法
律
案
（
노
회
찬
의
원 

등 

10
인
발
의
）
검
토
보

고
」（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
二
〇
頁
、　

同
「
민
법
중
개
정
법
률
안 

심
사
보
고
서
」（
二
〇
〇
五
年
）
一
五
頁
。

（
53
）  
법
제
사
법
위
원
회
・
前
掲
注
（
52
）
검
토
보
고
二
二
頁
及
び
심
사
보
고
서
一
六
・
一
七
頁
。

（
54
）  

法
司
委
会
議
録
（
公
聴
会
）・
前
掲
注
（
43
）
七
頁
。

（
55
）  

법
제
사
법
위
원
회
・
前
掲
注
（
52
）
검
토
보
고
二
三
頁
及
び
심
사
보
고
서
一
七
頁
。

（
56
）  

여
성
위
원
회
「
民
法
中
改
正
法
律
案
（
3
건
）
에
대
한 

의
견
제
시
의 

건 

검
토
보
고
서
」（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）
参
照
。
な
お
、
同
委
員
会

で
は
第
二
五
〇
回
国
会
・
第
四
次
女
性
委
員
会
（
同
二
五
日
）
に
て
三
件
の
民
法
改
正
法
律
案
に
関
し
て
議
論
さ
れ
た
。

（
57
）  

以
上
、
法
司
委
会
議
録
（
公
聴
会
）・
前
掲
注
（
43
）
一
四
・
二
六
頁
参
照
。
ま
た
、
金
相
瑢
教
授
は
再
婚
家
庭
が
抱
え
る
問
題
を
考
慮
し
、

年
齢
制
限
の
削
除
を
主
張
し
た
（
前
掲
注
（
19
）
一
一
頁
以
下
参
照
）。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
公
聴
会
で
は
親
養
子
制
度
に
関
す
る
活
発
な
議
論

は
交
わ
さ
れ
て
い
な
い
（
法
司
委
会
議
録
（
公
聴
会
）・
前
掲
注
（
45
）
参
照
）。

（
58
）  

法
制
司
法
委
員
長
・
前
掲
注
（
40
）
参
照
。

（
59
）  

李
和
淑
「
2
0
0
5
년 

改
正
家
族
法
해
설 
및 

평
가
」（
세
창
출
판
사
、
二
〇
〇
五
年
）
九
〇
頁
。
な
お
、
本
案
で
は
親
養
子
制
度
に
関
し

て
は
、
養
親
及
び
養
子
の
要
件
の
ほ
か
は
親
養
子
の
効
果
発
生
の
時
点
に
つ
い
て
の
み
修
正
が
加
え
ら
れ
た
（「
出
生
し
た
と
き
か
ら
」
夫
婦
の

婚
姻
中
の
出
生
子
と
み
な
す
と
し
て
い
た
が
、
本
代
案
で
は
別
途
そ
の
時
点
を
規
定
し
な
か
っ
た
。）。

（
60
）  

대
한
민
국
정
부
「
관
보 

제

1
5
9
5
7
호
」（
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
）
三
五
頁
参
照
。

（
61
）  

二
〇
〇
五
年
当
時
の
制
度
概
要
に
つ
い
て
は
、
金
亮
完
・
前
掲
注
（
8
）
五
七
九
頁
以
下
に
詳
し
い
。

（
62
）  

前
掲
注
（
56
）
参
照
。

（
63
）  

前
掲
注
（
48
）
参
照
。

（
64
）  

前
掲
注
（
54
）
参
照
。

（
65
）  

조
은
희
「
자
의 

복
리
를 

위
한 

친
양
자
제
도
」
서
울
法
學
二
一
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
頁
、
李
和
淑
・
前
掲
注
（
59
）
八
五
頁
。

（
66
）  

김
은
아
「
재
혼
가
족
의 

친
족
법
적 

과
제
」
家
族
法
研
究
二
四
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
七
六
頁
。
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（
67
）  

박
복
순
＝
현
소
혜
「
친
양
자 

입
양 

및 

자
녀
의 

성
본 

변
경 

제
도
에 

관
한 

성
인
지
적 

분
석
」（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
・
二
日
に
韓
国
で

開
か
れ
た
国
際
家
族
法
学
会
地
域
学
術
大
会
の
報
告
レ
ジ
ュ
メ
集
よ
り
）
二
七
一
頁
。
代
表
的
な
も
の
に
は
、
全
国
姓
本
宗
中
代
表
者
及
び
韓
国

姓
氏
総
連
合
会
が
二
〇
〇
八
年
二
月
二
八
日
付
で
発
表
し
た
「
가
족
법 

복
원
을 

위
한 

결
의
문
（
家
族
法
復
元
の
た
め
の
決
議
文
）」
が
あ
る

（
全
文
は
한
국
성
씨
총
연
합
회http://w

w
w.guard.or.kr/

で
閲
覧
可
能
。
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
四
年
一
月
一
八
日
）。

（
68
）  
박
복
순
＝
현
소
혜
・
前
掲
注
（
67
）
二
七
二
頁
。

（
69
）  
동
아
일
보
二
〇
〇
八
年
一
月
九
日
記
事
「
우
리 

아
이 

姓
、
새 

아
빠 

姓
으
로 

바
꿔 

주
세
요
」（
동
아
일
보http://w

w
w.donga.com

/

よ

り
。
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
四
年
一
月
一
九
日
）。

（
70
）  

조
경
애
・
前
掲
注
（
3
）
三
〇
八
頁
の
（
注
6
）
に
掲
載
さ
れ
た
法
院
行
政
処
司
法
政
策
室
に
よ
る
全
国
の
法
院
へ
申
請
、
受
付
さ
れ
た
親
養

子
入
養
請
求
件
数
と
処
理
現
況
に
関
す
る
統
計
の
再
引
用
。
以
下
、
件
数
は
こ
の
統
計
に
よ
る
。
月
別
申
請
受
付
件
数
は
三
月
以
降
、
三
月
二
四

五
件
、
四
月
一
六
九
件
、
五
月
一
三
一
件
、
六
月
一
五
一
件
、
七
月
一
一
七
件
、
八
月
一
一
五
件
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
71
）  

大
韓
民
国
法
院http://w

w
w.scourt.go.kr/portal/m

ain.jsp

に
公
表
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
八
年
の
『
司
法
年
鑑
』
統
計
の
中
の
「
가
족
관
계

등
록
사
건
」「
가
족
관
계
등
록
사
건 

건
수
표
」
参
照
。
二
〇
〇
八
年
の
統
計
に
つ
い
て
は
法
院
行
政
所
が
国
会
の
法
制
司
法
委
員
会
に
所
属
す
る

議
員
に
提
出
し
た
資
料
に
も
同
数
値
の
全
体
入
養
件
数
及
び
親
養
子
入
養
件
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
뉴
시
스
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
〇

日
記
事
「
100
명 

입
양
하
면 

15
명
은 
파
양
」http://new

s.naver.com
/m

ain/read.nhn?m
ode=LSD

&
m
id=sec&

sid1=102&
oid=003&

ai
d=0002917320

参
照
）（
最
終
閲
覧
日
は
す
べ
て
二
〇
一
四
年
一
月
一
九
日
）。

（
72
）  

大
韓
民
国
法
院
・
前
掲
注
（
71
）
に
公
表
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
『
司
法
年
鑑
』（
前
掲
注
（
71
）
と
同
様
の
箇

所
）
参
照
。
全
体
入
養
数
は
同
統
計
に
記
載
さ
れ
た
普
通
養
子
・
特
例
法
・
親
養
子
の
数
値
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ソ
ウ
ル
家
庭
法

院
の
金
允
貞
判
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
表
の
件
数
は
「
入
養
申
告
を
し
た
件
数
」
で
あ
る
と
い
う
。

（
73
）  

統
計
は
ソ
ウ
ル
家
庭
法
院
の
金
允
貞
判
事
に
ご
教
示
い
た
だ
き
、
論
文
へ
の
引
用
の
許
可
も
い
た
だ
い
た
。

（
74
）  

박
복
순
＝
현
소
혜
・
前
掲
注
（
67
）
二
七
二
頁
。

（
75
）  

박
복
순
＝
현
소
혜
・
前
掲
注
（
67
）
二
七
一
頁
以
下
。
本
報
告
で
は
、
親
養
子
入
養
申
請
及
び
子
の
姓
・
本
変
更
請
求
棄
却
事
件
を
も
と
に
、

様
々
な
視
点
か
ら
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
分
析
報
告
を
引
用
す
る
。

（
76
）  

박
복
순
＝
현
소
혜
・
前
掲
注
（
67
）
二
八
八
頁
。

（
77
）  

김
은
아
・
前
掲
注
（
66
）
八
六
頁
。
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（
78
）  

李
和
淑
・
前
掲
注
（
59
）
九
〇
頁
、
정
현
수
「
양
자
법
의 

새
로
운 

전
개
」
法
學
研
究
二
三
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
五
八
頁
等
。

（
79
）  

以
下
、
離
婚
及
び
再
婚
に
関
す
る
統
計
は
、
統
計
庁
報
道
資
料
「
2
0
1
2
년 

혼
인
・
이
혼 

통
계
」（
二
〇
一
二
年
四
月
二
三
日
）
及
び
同

「
우
리 

나
라
의 

이
혼
・
재
혼 

현
황-

지
난 

30
년
간 

이
혼
・
재
혼 

자
료 

분
석-

」（
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
〇
日
）
参
照
。

（
80
）  
한
국
경
제
二
〇
一
四
年
一
月
二
一
日
記
事
「
청
말
띠
해 

첫 

탄
생
아
들 

산
모 

나
이
가 

눈
에 

띈 

이
유
」（
한
국
경
제http://w

w
w.han-

kyung.com
/

よ
り
。
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
四
年
一
月
二
一
日
）。

（
81
）  
김
은
아
・
前
掲
注
（
66
）
八
七
頁
。

（
82
）  

た
だ
し
、
再
婚
家
庭
か
ら
除
か
れ
、
実
子
と
の
関
係
を
断
絶
さ
れ
る
実
親
側
の
利
益
等
に
つ
い
て
は
、
韓
国
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る

か
、
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
83
）  

以
上
の
改
正
案
は
す
べ
て
大
韓
民
国
国
会
・
前
掲
注
（
29
）
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
（
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
四
年
一
月
二
三
日
）。

（
84
）  

「
第
304
回
國
會
（
臨
時
會
）
國
會
本
會
議
會
議
錄 

第
2
號
」（
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
九
日
）。

（
85
）  

二
〇
一
二
年
改
正
で
は
婚
姻
法
も
改
正
さ
れ
、
重
婚
取
消
請
求
権
者
（
第
八
一
八
条
）
に
直
系
卑
属
を
含
め
、
夫
婦
間
の
契
約
取
消
を
定
め
た

改
正
前
第
八
二
八
条
が
削
除
さ
れ
た
。

（
86
）  

대
한
민
국
정
부
「
관
보 

제
1
7
6
9
7
호
」（
二
〇
一
二
年
二
月
一
〇
日
）
三
四
頁
。
以
下
の
主
要
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
官
報
の
ほ
か
、
윤

진
수
＝
현
소
혜
「
2
0
1
3
년 

개
정 
민
법 

해
설
」（
민
속
원
、
二
〇
一
三
年
）
二
二
八
頁
以
下
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
九
日
法
制
司
法
委

員
長
提
出
「
민
법 

일
부
개
정
법
률
안
（
대
안
）」
参
照
。

（
87
）  

尹
眞
秀
「
兒
童
権
利
協
約
과 

韓
國
家
族
法
」
同
『
民
法
論
攷
』（
博
英
社
、
二
〇
〇
九
年
）
三
二
三
頁
以
下
、
윤
진
수
＝
현
소
혜
・
前
掲
注

（
86
）
一
九
七
・
一
九
八
頁
参
照
。

（
88
）  

尹
眞
秀
・
前
掲
注
（
87
）
三
二
七
頁
の
（
注
61
）
等
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
89
）  

조
은
희
・
前
掲
注
（
65
）
三
二
頁
、
정
현
수
・
前
掲
注
（
78
）
一
六
〇
頁
。

（
90
）  

조
경
애
・
前
掲
注
（
3
）
三
〇
五
・
三
〇
六
頁
。

（
91
）  

박
복
순
＝
현
소
혜
・
前
掲
注
（
67
）
二
八
八
頁
。
以
下
、
同
見
解
に
関
す
る
記
述
も
同
様
で
あ
る
。

（
92
）  

田
中
佑
季
・
前
掲
注
（
2
）
三
頁
。
特
例
法
の
沿
革
に
つ
い
て
は
同
八
頁
以
下
参
照
。

（
93
）  

二
〇
一
二
年
の
要
保
護
児
童
数
六
九
二
六
名
中
、
未
婚
母
の
子
は
一
九
八
九
名
で
最
も
多
か
っ
た
（
保
健
福
祉
部
（http://w

w
w.m

w.go.kr/
front_new

/index.jsp

）「
2
0
1
2
년 

요
보
호
아
동 

발
생 

및 

조
치
현
황
」
参
照
（
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
四
年
二
月
六
日
））。
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（
94
）  

姜
恩
和
「
韓
国
の
養
子
制
度
に
関
す
る
考
察

―
家
族
規
範
と
子
ど
も
の
福
祉

―
」
社
会
福
祉
学
四
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
七
頁
。

（
95
）  

姜
恩
和
・
前
掲
注
（
94
）
三
八
頁
参
照
。

（
96
）  

장
병
주
「
개
정
입
양
제
도
의 

문
제
점
과 

개
선
방
향
」
경
복
대
학
교 

법
학
논
고 

四
一
集
（
二
〇
一
三
年
）
五
二
八
頁
。

（
97
）  
장
병
주
・
前
掲
注
（
96
）
五
二
八
頁
。
장
병
주
教
授
は
、
民
法
上
の
養
子
を
成
年
養
子
と
未
成
年
養
子
に
区
分
し
、
後
者
は
す
べ
て
親
養
子
と

し
て
入
養
す
る
よ
う
立
法
化
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
98
）  
姜
恩
和
「『
養
子
大
国
』
韓
国
で
大
論
争 

生
み
の
親
、
届
け
出
は
必
要
か
」
朝
日
新
聞
二
〇
一
四
年
二
月
一
五
日
付
「G

LO
BE

」
一
〇
面
参

照
。

 

（
二
〇
一
四
年
二
月
一
〇
日
脱
稿
）

田
中　

佑
季
（
た
な
か　

ゆ
き
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
助
教

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　

ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
法
学
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

所
属
学
会　
　

日
本
家
族
〈
社
会
と
法
〉
学
会
、
法
文
化
学
会
、
ア
ジ
ア
法
学
会

専
攻
領
域　
　

民
法
（
家
族
法
）

主
要
著
作　
　

 「
韓
国
に
お
け
る
同
姓
同
本
禁
婚
制
度
の
廃
止
と
家
族
法
改
革
」
屋
敷
二
郎
編
『
法
文

化
（
歴
史
・
比
較
・
情
報
）
叢
書
⑩
夫
婦
』（
国
際
書
院
、
二
〇
一
二
年
）

　
　
　
　
　
　

 「
韓
国
に
お
け
る
養
子
法
と
家
族
観

―
入
養
特
例
法
を
中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学

論
究
』
第
九
九
号
（
二
〇
一
三
年
）


